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東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
（
所
蔵
機
関
に
よ
る

現
在
の
書
名
。
『
国
書
総
目
録
』
及
び
昭
和
62
年
発
行
『
東
京
芸
術
大

学
創
立
100
周
年
記
念
貴
重
図
書
展
解
題
目
録
』
に
は
「
謡
本
古
实
」
と

記
載
。
以
下
、
『
故
实
』
と
称
す
）
は
、
版
本
『
謡
曲
拾
葉
抄
』
（
以

下
、
版
本
と
称
す
）
の
草
稿
で
あ
る
と
目
さ
れ
て
い
る
。
『
故
实
』
は
、

独
特
の
筆
致
が
首
尾
一
貫
し
た
片
面
十
一
行
で
体
裁
の
整
っ
た
稿
本
で

あ
り
、
時
折
朱
書
訂
正
及
び
墨
書
書
込
が
あ
る
他
、
随
所
に
付
箋
に
よ

る
追
補
・
訂
正
が
あ
り
、
本
文
中
に
朱
で
〇
や
△
を
付
し
て
付
箋
の
挿

入
箇
所
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
だ
い
た
い
が
版
本
に
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
通
し
た
検
証
は
い
ま
だ
な

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
付
箋
の
幾
つ
か
が
本
来
あ
る
べ
き
所
か
ら
剥

が
れ
て
別
の
箇
所
に
誤
っ
て
貼
付
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
付
箋
の
所
在
が

明
ら
か
で
な
い
箇
所
も
あ
る
。
『
故
实
』
で
墨
滅
し
た
箇
所
が
版
本
に

は
存
在
し
な
い
点
、
訓
点
や
振
仮
名
が
管
見
の
限
り
の
ど
の
版
本
よ
り

詳
細
で
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
『
故
实
』
が
版
本
の
写
し
で
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
は
、
付
箋
の
内
容
と
状
況
を
記
し
、
朱
書
や
行

間
の
墨
書
に
よ
る
書
込
を
可
能
な
限
り
指
摘
し
、
草
稿
段
階
で
加
え
ら

れ
た
推
敲
の
内
容
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

版
本
『
謡
曲
拾
葉
抄
』
は
、
伝
存
す
る
諸
本
の
奥
付
刉
記
が
複
数
存

在
し
、
明
和
九
年
以
降
に
版
木
が
複
数
の
書
肆
を
経
由
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
版
面
の
状
態
、
特
に
字
の
欠
落
破
損
部
の
一
致
か
ら
判
断

す
る
に
、
明
治
版
序
文
以
外
す
べ
て
同
一
の
版
面
で
あ
る
と
断
定
し
う

る
。
た
だ
し
、
入
木
な
ど
の
有
無
は
確
認
し
て
い
な
い
。 

 

『
故
实
』
の
収
録
曲
と
丁
数
は
以
下
の
通
り
。
曲
名
は
外
題
に
よ
り
、

丁
数
の
「
半
」
は
裏
見
返
し
に
本
文
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

第
一
冊
、
景
清
・
鸚
鵡
小
町
・
老
松
・
實
盛
・
玉
葛
、
五
九
丁
半 

第
二
冊
、
楊
貴
妃
・
千
手
・
角
田
川
・
公
木

風
・
當
麻
、
六
六
丁 

第
三
冊
、
夕
顔
・
東
岸
居
士
・
放
下
僧
・
芭
蕉
・
卒
都
婆
小
町
、
六
六

丁
半 

第
四
冊
、
天
皷
・
花
筐
・
舟
橋
・
江
口
・
柏
崎
・
大
會
、
七
一
丁
半 
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第
五
冊
、
定
家
・
養
老
・
紅
葉
狩
・
蟻
通
・
右
近
、
五
一
丁 

第
六
冊
、
佛
原
・
鵜
飼
・
白
鬚
・
盛
久
・
杜
若
、
六
六
丁 

第
七
冊
、
大
原
御
幸
・
鵺
・
志
賀
・
阿
漕
・
姨
捨
、
五
四
丁 

第
八
冊
、
葵
の
上
・
う
ね
め
・
鉄
輪
・
難
波
・
兼
平
、
六
六
丁 

第
九
冊
、
桜
川
・
八
嶋
・
木
曽
願
書
・
蝉
丸
・
龍
田
、
六
六
丁
半 

第
十
冊
、
不
二
太
皷
・
檜
垣
・
山
姥
・
源
氏
供
養
・
自
然
居
士
、
六
七 
 
 
 
 

丁 

第
十
一
冊
、
熊
野
・
班
女
・
羽
衣
・
鉢
の
木
・
竹
生
嶋
、
五
九
丁 

第
十
二
冊
、
頼
政
・
熊
坂
・
井
筒
・
通
小
町
・
融
、
六
八
丁 

第
十
三
冊
、
忠
則
・
野
々
み
や
・
殺
生
石
・
か
ん
た
ん
・
玉
の
井
、
六

二
丁 

第
十
四
冊
、
半
蔀
・
遊
行
柳
・
海
人
・
鞍
馬
天
狗
・
善
知
鳥
、
六
〇
丁 

第
十
五
冊
、
百
萬
・
朝
顔
・
弓
八
幡
・
葛
城
・
（
小
塩
）
・
く
れ
は
、

六
七
丁
半 

 

本
稿
で
は
、
『
故
实
』
の
付
箋
や
削
除
・
訂
正
に
該
当
す
る
箇
所
を
、

版
本
に
付
さ
れ
た
曲
ご
と
の
丁
数
で
示
し
た
上
で
、
版
本
の
内
容
を
記

し
た
。
次
に
、
『
故
实
』
の
付
箋
や
削
除
・
訂
正
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

版
本
に
付
さ
れ
た
区
切
り
点
は
句
点
を
用
い
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字

体
に
統
一
し
た
が
、
異
体
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
仮
名
は
本
文
を
平

仮
名
、
振
仮
名
を
片
仮
名
と
す
る
版
本
の
原
則
に
従
っ
た
。
合
字
は
、

通
行
の
仮
名
に
戻
し
、
「
＊
と
も
」
「
＊
コ
ト
」
の
よ
う
に
、
合
字
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。
細
字
は
７
ポ
右
寄
せ
と
し
た
が
、

「
云
々
」
や
「
矣
」
は
９
ポ
と
し
た
。
濁
点
は
版
本
で
確
認
で
き
な
く

と
も
『
故
实
』
で
確
認
で
き
る
限
り
を
付
し
た
。
『
故
实
』
で
版
本
と

異
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
濁
点
の
有
無
以
外
を
括
弧
内
に
示
し
た
。

ま
た
、
謡
曲
曲
名
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。
翻
刻
者
の
判
断
で
文
意

の
切
れ
目
を
適
宜
半
字
分
の
空
白
で
示
し
た
。
以
下
、
標
題
の
曲
名
は

版
本
の
内
題
に
よ
る
。 

な
お
、
『
故
实
』
に
は
付
箋
と
朱
書
訂
正
の
他
、
墨
書
書
込
の
可
能

性
が
あ
る
和
歌
出
典
注
記
、
振
仮
名
や
訓
点
等
、
ま
た
白
滅
に
よ
る
本

文
訂
正
も
あ
る
。
朱
書
と
行
間
に
存
す
る
墨
書
書
込
に
つ
い
て
は
指
摘

し
た
が
、
白
滅
訂
正
及
び
墨
色
の
異
な
る
和
歌
出
典
注
記
、
振
仮
名
や

訓
点
等
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
か
っ
た
。 

 

 

『
故
实
』
の
確
認
に
は
、
新
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
掲
載
の
カ

ラ
ー
写
真
を
用
い
た
。
版
本
は
、
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義

文
庫
蔵
本
（
明
和
九
年
壬
辰
首
夏
、
錢
屋
七
良
兵
衛
・
鍵
屋
源
兵
衛
・

吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
及
び
架
蔵
本
に
拠
り
、
必
要
に
応
じ
て
新
日
本
古

典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
掲

載
の
写
真
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
活
字
刉
行
物
（
明
治
42
年
及
び
43
年

改
訂
版
の
国
文
学
註
釈
全
書
本
、
明
治
45
年
謡
曲
叢
書
本
）
は
い
ず
れ

も
版
本
の
字
の
改
変
が
甚
だ
し
く
、
振
仮
名
の
ほ
と
ん
ど
を
省
略
し
て

い
る
の
で
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。 
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東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

 
謡
曲
拾
葉
抄 

版
本
第
一
冊 

高
砂 
『
故
实
』
な
し
。 

 

老
松 

『
故
实
』
第
一
冊
ノ
三
。 

２
オ
７
行
目 

▲
抑
是
は
都
の
西
梅
津
の
何
某
と
は
我
事
な
り 

『
故
实
』
「
何
某
と
は
」
の
「
は
」
、
朱
書
挿
入
。 

２
ウ
３
行
目 

大
井
川
行
幸
和
歌
の
序 

貫
之 

月
の
か
つ
ら
の
こ
な
た

春
の
梅
津
よ
り
御
舟
よ
そ
ひ
て
わ
た
し
守
を
め
し
て
と
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
た
だ
し
、
「
細
川
玄
旨
聞
書
云
躬
恒
大
井

川
の
序
云
」
を
抹
消
し
て
「
大
井
川
行
幸
和
歌
の
序 

貫
之
」
と

訂
正
。 

４
オ
７
行
目 

欲
レ ス

奉
レ ン 

  ト

葬
二 リ

三
笠
郡
四
堂
  ノ

辺
一 二 

『
故
实
』
「
葬
二 リ

」
朱
書
挿
入
。 

５
ウ
10
行
目 

当
社
天
満
宮
は
両
部
習
合
た
る
ゆ
へ
に
宮
寺
と
云
也
。 

『
故
实
』
「
合
」
朱
書
挿
入
。 

７
ウ
３
行
目 

見
物
の
た
め
ま
か
り
け
る
。 

『
故
实
』
「
の
」
朱
書
挿
入
。 

11
オ
６
行
目 

詠
歌
本
紀
云 

カ
ナ金
サ
シ刺
ノ

宮
ノ

御
宇 

天
皇
治
レ テ

世
ヲ

而
大
政

不
レ ス

下
二 ラ

先
皇
一 ニ 

兆
民
悦
レ フ

之
ヲ 

祝
レ

 

＊
シ
テ

世
ヲ

 

而
時

ノ

人
謡 

ウ
タ
フ

レ ト

之
ヲ

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

11
ウ
８
行
目 

古
今
实
枝
抄
云 

苔
の
む
す
ま
て
と
は
年
の

カ
サ重

な
る
を

云
也 

 

 

万
〇

水ミ

カ
ク隠

れ
の
井
せ
き
の
い
は
ほ
苔

ム
シ重

て
イ
ク幾

世
か
へ
に
し
玉
の
井

の
河 

さ
れ
は
む
す
と
は
重
な
る
を
云
也
。
又

タ

 

シ
ケ
キ

繁 

義キ

也 

茂
の
字
也
。

此
歌
は
延
喜

ノ

 

御
門
の
春
宮

ト
ウ
グ
ウ

の
御
時 

寛
平
七
年
正
月
に
人
々
を

メ
シ召

て
歌
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
に

ヨ
メ読

る
也
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
但
し
、
前
丁
裏
に
貼
付
。 

12
オ
５
行
目 

古
今
風
躰
抄
序
云
俊
成
作 

君
も
見
そ
な
は
さ
ん
事
は 

む
ね
と
は
松
と
竹
と
の
年
を
い
ひ 

鶴
と
亀
と
の
齢
な
と
を
こ

そ
ひ
く
へ
け
れ
と
云
々 

 

内
侍
所
千
首
〇

あ
ふ
き
見
る
君
に
は
あ
か
し
鶴
亀
に
松
く
れ
竹
の
よ

を
そ
ふ
る
と
も
日
野
大
納
言 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。 

13
オ
10
行
目 

＼
梅
花
へ
に
の
色
に
も
に
た
る
哉
あ
こ
か
㒵
に
も
つ

け
て
た
べ
か
し 

『
故
实
』
「
の
」
朱
書
挿
入
。 

 
右
近 

『
故
实
』
第
五
冊
ノ
五
。 

４
オ
７
行
目 

▲
初
花
車
め
く
る
日
の
な
か
え
や
北
に
つ
ゝ
く
ら
ん 

『
故
实
』
墨
書
書
込
。 
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４
オ
８
行
目 

秋
は
日
輪
南
を
め
ぐ
り
給
ふ
ゆ
へ
に
日
み
じ
か
く
。 

は
北
を
め
く
り
給
ふ
故
に
日
永
し
。
依
て
春
の
日
の
な
か
え
や
北

に
つ
ゞ
く
と
は
い
へ
り
。
北
野
の
花
見
な
れ
は
。
北
に
つ
ゞ
く
と

の
こ
と
葉
。
殊
更
お
も
し
ろ
し
。 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

７
ウ
６
行
目 

美ビ

ケ
イ景

に
よ
り
て
花
心 

『
故
实
』
「
に
」
朱
書
挿
入
。 

10
オ
１
行
目 

又
タ

云
後
撰
詞
書
は
み
こ
し
を
か
に
て
と
あ
る
へ
き
を
。 

『
故
实
』
「
書
」
朱
書
挿
入
。 

12
ウ
10
行
目 

和
歌
秘
决
云 

雲
の
梯
と
云
事
は
よ
し
の
ゝ
峯
よ
り

泊
瀬
の
渓
の
あ
る
所
へ
雲
の
梯
を
か
け
て
天
人
来
て
泊
瀬
の
観

音
を
供
養
せ
し
よ
り
起
た
る
事
也
云
々 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。 

 

白
鬚 

『
故
实
』
第
六
冊
ノ
三
。 

６
ウ
５
行
目 

▲
漫
々
と
あ
る
大
海
の
上
に
一
切
衆
生
悉
有
仏
性 

『
故
实
』
「
有
」
朱
書
挿
入
。 

７
ウ
４
行
目 

雲
玉
集

右
を
下
に
枕
を
北
に
さ
た
め
す
は
そ
な
た
に
む
き

て
月
を
ま
た
ま
し 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

10
ウ
１
行
目 

如
来
滅
後

ニ

有
二 リ

五
ノ

五
百
一

云
二 フ 

ハ

後
五
百
歳
一 ト

云
二 フ

第
五

ノ

五
百
一 ヲ

也 

『
故
实
』
「
第
五

ノ

」
の
「
五

ノ

」
、
朱
書
挿
入
。 

11
ウ
６
行
目 

陀
羅
尼
品
曰
仏
告
二 テ

諸
ノ

羅
刹
女
一 ニ 

『
故
实
』
「
諸

ノ

」
朱
書
挿
入
。 

 

玉
井 

『
故
实
』
第
十
三
冊
ノ
五
。 

２
オ
10
行
目 

乃
チ

以
レ

草
ヲ
ツ
ヽ裹

レ ン 

テ
ミ
コ児
ヲ
ス
テ棄

二 ヽ

之
海ウ

ミ

辺ヘ
タ

一 ニ 

『
故
实
』
「
以
」
朱
書
挿
入
。 

７
オ
10
行
目 

ワ
タ海
ノ
ソ
コ底
ニ
ヲ自

有
二 リ

可
怜

ウ
マ
シ

小ハ

汀マ

一 

『
故
实
』
「
汀
」
朱
書
挿
入
。 

11
ウ
６
行
目 

本
文
上
に
記
す 

釈
日
本
紀
云
此

ノ

満
瓊
涸
瓊

ノ

二
種

在
二 ヤ

何
ノ

処
一 ニ

哉 

先
師
申

テ

云
元
暦

ノ

之
頃
宇
佐

ノ

宮
監
行

ノ

之
時
本

宮
注
文

ニ

満
瓊
涸
瓊
二
種
在
二 ル 

ノ

当
宮
一 ニ

之
由

シ

注
進

ス

矣 

神
代

ノ

巻
ス
イ垂

加カ

ノ

之
抄
云
神
宮
皇
后

ノ

時
満
干

ノ

之
玉
是

ナ
リ

也
云
云 

神
社
考
云
旧

伝
云
皇
后
勅
二 ＊

シ
テ

磯
良
一 ニ

乞
二

干
珠
満
珠
於
竜
宮
一 ニ

竜
宮

イ乃
献
二 ル

両

珠
一 ヲ 

皇
后
於
レ

是
ニ

以
二 テ

両
果彡

ノ

珠
一 ヲ

発
二

向
シ
玉
フ

三
韓
一 ニ

時
ニ

皇
后
投
二 ケ

玉
フ

干
珠
一 ヲ 

潮
退

テ

為
レ

陸
ト

三
韓

ノ

士
卒
下
レ テ

舟
ヨ
リ

相
戦

フ 

皇
后
又

タ

投
二

満
珠
一 ヲ

潮
忽

ニ

来
ル 

溺
死

ル

者
不
レ

知
レ

数
ヲ

中
畧

或
説
曰
干
珠
満
珠

ハ

者

納
二 ム

于
紀
州
日

ノ

前
ノ

宮
一 ニ

一
ル

云
干
珠
満
珠
納
二 ム

于
肥
前

ノ

国
佐
嘉

ノ

郡

河
上

ノ

宮
一 ニ

矣 

私
云
按

ス
ル
ニ

皇
后
以
二 テ

干
珠
満
珠
一 ヲ

三
韓
退
治

ノ

之

事
日
本
紀

ニ

無
レ シ

之 

且
又
彦
火
々
出
見
尊

ノ

之
時
干
満

ノ

珠
神
宮
皇



 

五 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

后
ノ

時
干
満

ノ

珠
共

ニ

云
二 *

コ
ト

一
物
一 ト

未
レ タ

見
二

証
文
一

可
レ

尋
二

追
テ

而
一 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

ス 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
付
箋
末
尾
に
は
「
此
次

ニ

経
教
本
紀

ト

新
六

ノ
歌
出

ス

ヘ
シ
」
と
記
す
。
元
稿
を
抹
消
せ
ず
。 

[

元
稿]
本
文
上
に
記
す 

釈
日
本
紀
曰
此

ノ

満
瓊
涸
瓊

ノ

二
種
在
二 ヤ

何
ノ

処
一 ニ

哉
先
師
申

テ

云
元
暦

ノ

之
頃
宇
佐

ノ

宮
監
行

ノ

之
時
本
宮
注
文

ニ

満
瓊
涸
瓊
二
種
在
二 ル

ノ

当
宮
一 ニ

之
由

シ

注
進

ス
ト

矣 

モ
ロ
ト
キ

師
時

ノ

記
云
高
良

ハ

者
藤

ノ

大
臣

ツ
ラ
ヤ
ス

連
保

ナ
リ也 

神
号

ヲ

曰
二

高
良

タ
マ
タ
レ

玉
垂

ノ

命
一 ト 

以
二 テ

カ
ン
マ
ン

干
満
両

ク
ワ顆

一 ヲ

令
二 ル

ノ

奉
行
一

之
故

ニ

奉
レ ル 

  ト

号
二 シ

玉
垂
一 ト

矣 

神
社
考
云
或
説
曰
干
珠

満
珠

ハ

者
納
二 ム

于
紀
州
日

ノ

前
ノ

宮
一 ニ 

一
ル

云
此

ノ

両
顆

ハ

納
二 ム 

  ト

于
肥

前
国
佐
嘉

ノ

郡
河
上

ノ

宮
一 ニ

矣 

12
オ
９
行
目 

新
六
〇

い
に
し
へ
の
さ
つ
け
し
玉
は
わ
た
つ
海
の
塩
干

塩
み
つ
心
な
り
け
り
為
家 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

13
ウ
６
行
目 

筑
波
問
筓
序
云 

か
せ
杖
に
す
か
り
て

ヲ
バ
シ
マ

欄

の
モ
ト許

へ
立

よ
り
て
首
を

タ
レ垂

て
恐
れ
た
る
様
も
よ
に
人
々
し
く
ぞ
見
え
し
上
下
畧 

な
く
さ
め
草
云 

年
の
齢
六
十
に
近
か
ら
ん
と
見
ゆ
る
翁
姿
の

カ
ミ髪

ヒ
ケ鬂

白
く

ス
ヱ末
フ
タ二
マ
タ股

な
る
か
せ
杖
に
か
ゝ
り
つ
ゝ
庭
の

ト
ウ灯

炉ロ

の
本
に
立

て
ふ
し
拝
む
有
文
畧 

私
云 

か
せ
杖
は

シ
カ鹿

の
ツ
ノ角

に
ニ似

て
マ
タ股

あ
る
を
云
也 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

 

謡
曲
拾
葉
抄 

版
本
第
二
冊 

弓
矢
幡 

『
故
实
』
第
十
五
冊
ノ
三
。 

２
ウ
７
行
目 

当
社
の
神
事
数
多
あ
る
中
に
も
。
毎
年
二
月
十
一
月
初

卯
ノ

日
御
神
楽
あ
り
。
禁
中
の
御
神
楽
に
准
し
て
。
伶
人
山

ノ

井
。

ヲ
ホ多

。
フ
ン文

。
安
倍

ア 

ヘ

抔
（
な
と
）
是
を
勤
む
。
惣
而
祭
日
に
卯
の
日
を

用
る
事
は
始
て
神
と
あ
ら
は
れ
給
ふ
事
卯
の
年
卯
の
月
卯
の
日

な
り
し
に
よ
れ
り
。
是
よ
り
さ
き
誉
田
の
御
陵
の
側
に
御
社
を
立

ら
れ
し
も
。
欽
明
帝
廿
年
已
卯
の
年
也
。
又
是
よ
り

ノ
チ後

清
和
帝
貞

観
元
年
已
卯
の
年
石
清
水
に
勧
請
あ
り
。
然
れ
は
卯
の
日
を
八
幡

宮
の
祭
日
と
し
侍
る
事
其
理
あ
る
事
也
。
石
清
水
及

ヒ

誉
田
宮
な

と
の
縁
起
に
卯
日
を
祭
日
と
す
る
は
八
幡

カ
ウ
タ
ン

降
誕
の
日
な
る
由
を

記
せ
る
は
（
大
な
る
）
あ
や
ま
り
成
（
な
る
）
へ
し 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
若
干
の
異
同
あ
り
。
な
お
、
こ
の
付
箋
の

下
に
「
□
字
紅
色
也
」
の
付
箋
あ
り
。
頼
政
の
「
白
旗
は
風
袋
一

文
字
紅
色
也
」
（
19
オ
５
行
目
）
に
該
当
す
る
か
。 

４
オ
６
行
目 

藻
塩
に
陪
従
を
ゆ
ふ
す
み
人
と
云
也
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
「
藻
塩
」
の
部
分
、
虫
損
で
判
読
不
可
。 

４
オ
７
行
目 

又
タ

陪
従
の
装
束
に
は
し
ゆ
ろ
の
葉
を

モ
ン紋

に
付
る
也 

『
故
实
』
「
し
ゆ
ろ
の
」
の
「
の
」
、
朱
書
挿
入
。 

５
ウ
10
行
目 

住
吉
詣
云
源
義
詮

夏
山
の
し
け
み
か
す
ゑ
を
見
渡
せ
は
。

是
な
ん
八
幡
山
鳩
の
峯
な
と
ふ
し
お
か
み
て
云
々 



 

六 

樹 

下 

文 

隆 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。
た
だ
し
、
元
稿
を
抹
消
せ
ず
。 

[
元
稿]

住
吉
詣

ノ

記
云
八
幡
山
鳩
の
峯
な
と
ふ
し
拝
て
云
々 

６
オ
２
行
目 

〇

老
か
身
の
か
ゝ
ら
ん
杖
の
鳩
の
峯
さ
か
ゆ
く
道
は
神

の
ま
に
／
＼
素
然 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

７
オ
４
行
目 

ツ
ル
ギ

剣

を
箱
に
納
む
る
を

コ
ソ社
タ
イ泰

平
の
世
の
し
る
し
な
れ 

『
故
实
』
「
納
む
る
を
」
の
「
を
」
、
朱
書
挿
入
。 

７
オ
８
行
目 

凡
ソ

八
百
六
十
一
年
に
し
て
遂
に

シ
ン秦

に
入
也 

『
故
实
』
「
遂
に
」
の
「
に
」
、
朱
書
訂
正
。
元
は
「
て
」
。 

７
ウ
２
行
目 

増
韻
云
双
枝

ノ

者
ヲ

為
レ

戟
ト

単
ノ

枝
ヲ

者
為
レ

戈
ト

矣 

カ
ン干
ハ

者
盾

ナ
リ

也
櫓

ハ

大
ナ
ル

盾
ナ
リ

也
俗
呼
レ テ

盾
ヲ

為
レ

ハ
イ牌
ト

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

同
疏
曰
戈

ハ

両
刃
長

サ

六
尺
六
寸

ト

矣 

７
ウ
４
行
目 

〇

も
の
ゝ
ふ
の
た
け
き
心
も
や
は
ら
く
や
弓
を
袋
に
お

さ
め
し
る
世
は
通
村 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。 

７
ウ
８
行
目 

按
ス
ル
ニ

扶
桑

ハ

東
夷

ノ

国
ノ

名
在
二 リ

東
海

ノ

中
一 ニ

以
二 テ

扶
桑
一 ヲ 

為
二 ル

＊
コ
ト

日
本

ノ

異
号
一 ト

誤
ナ
ラ
ン
カ

歟 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

淮
南
子
曰
日

ハ

出
二 テ

于
晹
谷
一 ニ

浴
二 シ

于
咸
地
一 ニ

払ノ
ボ

二 ル

于
扶
桑
一 ニ 

是
ヲ

謂
二 フ

晨
明

ア
ケ
ホ
ノ

一 ト

矣 

※
た
だ
し
、
版
本
の
「
元
々
集
云
」
（
７
ウ
９
行
目
）
は
、
元
稿

で
は
、
「
東
方
朔
十
洲
記
」
（
８
オ
６
行
目
）
の
後
に
位
置
し
、 

「
淮
南
子
ノ
処
ヘ
出
ス
ヘ
シ
」
の
付
箋
有
。 

８
ウ
６
行
目 

或
云
瑞
穂
国
は
稲
葉
の
み
づ
／
＼
し
く
生
す
る
国
を
い

へ
り

ト

云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

８
ウ
８
行
目 

〇

四
方
の
国
君
に
と
な
ひ
く
芦
原
の
水
穂
の
国
は
千
世

も
み
た
れ
じ
通
茂 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。 

10
ウ
11
行
目 

蓮
台
寺
は
今
は
絶
た
り
。
其

ノ

旧
跡
小
倉
山
の
東
二
町

許
ヲ

ホ

ヲ

大
尾
山
の
峯
つ
ゝ
き
に
寺
址
あ
り
。
此
寺
は
後コ

冷
泉
院
の
勅
願

と
し
て
都ト

ヽ
ク督

正
三
位
源

ノ
ス
ケ
ミ
チ

資
通
卿
是
を
草
創
し
給
ふ
と
な
ん 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

蓮
台
寺
は
本
尊
は
阿
弥
陀
也
。
来
歴
未
レ タ

考 

11
ウ
２
行
目 

ス
イ瑞
オ
ウ応
ノ

図ヅ

云
籏
雲

ハ

瑞
雲

ナ
リ

也   
 

ス 

『
故
实
』
「
瑞
雲
」
の
「
雲
」
、
朱
書
挿
入
。 

13
オ
５
行
目 

但 

古
今
物
名
の
お
（
を
）
か
玉
の
木
は
す
み
て
と
な

ふ
る
也 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

15
ウ
６
行
目 

公
事
根
源
云 

八
幡
大
菩
薩
と
申
御
名
は
御
託
宣
に
。

得
レ テ

道
ヲ
コ
ノ
カ
タ

来

不
レ

動
二

法
性
一 ヲ

示
二 ＊

シ
テ

八
正
道
一 ヲ

垂
二

権
迹
一 ヲ

皆
得
レ

解
二



 

七 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

脱
ス
ル
＊
コ
ト
ヲ

苦ク

衆
生
一 ヲ

故
ニ

号
二 ス 

  ト

八
幡
大
菩
薩
一 ト

云
々 

或
云
此

ノ

託
宣

は
勝
尾
寺
の
開
成
に
告
給
ふ
御
託
宣
也
。
此

レ

よ
り
以
来
大
菩
薩

の
号
あ
り
。
桓
武
の
末
に
あ
た
る
と
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

16
ウ
３
行
目 
▲
天
下
一

ト
ウ統 

説
文
曰
統

ハ

紀
ナ
リ

也
矣 

広
韻
曰
惣

ナ
リ

也
矣 

礼
記
檀
弓

ノ

註
疏
云
天
統
地
統
人
統 

統
ハ

者
本

ナ
リ

也
謂
二 フ 

  ト

天
地
人

ノ

之
本
一 ヲ

也
矣 
公
羊
伝
曰
大
一
統

＊
シ
テ

無
レ シ 

  ト

音
矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
た
だ
し
、
「
△
天
下
一

ト
ウ統

」
は
元
稿
に
墨

書
書
込
。
付
箋
の
下
部
破
損
に
よ
り
、
「
檀
弓
註
疏
云
天
統
地
統

人
統
」
と
「
大
一
統
無
音
矣
」
は
確
認
で
き
ず
。 

 

難
波 

『
故
实
』
第
八
冊
ノ
四
。 

１
ウ
９
行
目 

南
紀
云 

紀
州
牟
婁

ノ

郡
風
莫

ノ

浜 

＼
風
な
き
の
浜
の
白
波
い
た
つ
ら
に
爰
に
よ
り
く
る
見
る
人
な
し

に 此
ノ

歌
万
葉
集
第
九
に

ヲ
サ長
ノ
イ
ミ忌
キ寸

意イ

吉キ

丸
が
作
也
。
白
崎
。
三
名

ノ

郡
由
良

カ

崎
。
黒
牛
潟
等
の
歌
と
共
に
六
首
一
処
に
あ
り
。
諸
書
に

風
莫
の
浜
紀
伊
国
と
有
。
然
共
今
尋
ぬ
る
に
な
し
。
案
す
る
に
瀬

戸
ノ

庄
瀬
戸
村
の
北
十
二
三
町
計
海
浜
に
綱
し
ら
す
と
云
村
あ
り
。

此
ノ

処
風
莫
の
浜
也
。
つ
な
し
ら
す
と
云
名
。
風
莫
の
道
理
に
相

叶
ヒ

た
る
也
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

紀
州
の
名
所
也 

〇
万

風
な
き
の
浜
の
白
浪
い
た
つ
ら
に
爰
に
よ
り
く
る
見
る
人
な
し

に 

２
オ
８
行
目 

▲
は
や
く
も
紀
路
の
関
越
て 

『
故
实
』
「
紀
の
路
」
の
「
の
」
を
朱
に
て
ミ
セ
ケ
チ
。 

２
オ
11
行
目 

是
も
都
か
と
い
へ
る
は
仁
徳
天
皇
の
皇
居
の
旧
址
を

い
へ
り 

日
本
紀
云 

元
年
春
正
月
丁
丑
朔
己
卯
大
鷦
鷯

ノ

尊
即
二

天
皇

ノ

位
一 ニ

都
二 ス

難
波
一 ニ 

是
レ
ヲ

謂
二 フ  

ト

高
津

ノ

宮
一 ト

矣 

今
案 

摂
州
東
生

郡
高
津

ノ

神
社
は
比
売
古
曽
神
也 

日
本
紀
及

ヒ

延
喜
式
に
摂
津
国

比
売
古
曽
神
社
と

ノ
ス載

る
は
当
社
の
御
事
也 

然
る
を
以
二 テ

当
社
一 ヲ

為
二 ル

ハ

仁
徳
天
皇
一 ト

者
非
也 

或
云 

高
津
社
所
レ ロ

祭
ル

比
売
古
曽

ノ

神
ナ
リ 

本
名
二 ク

下
照
姫
命
一 ト 

大
己
貴
命

ノ
ム
ス
メ

女
ナ
リ 

始
テ

乗
二 リ

テ

天
ノ

磐

船
一 ニ

降
二 リ

玉
フ

于
此
一 ニ 

仁
徳
天
皇
慕
二 ヒ

テ

其
ノ

旧
跡
一 ヲ

遷
二 シ

玉
フ

都
ヲ

於
此
一 ニ

号
二

高
津
宮
一 ト

矣 

仁
徳
帝
御
製
に 

＼
飛
か
け
る
あ
ま
の
岩
舟
尋
て
そ
高
津
の
里
に
宮
作
り
け
り 

当
社
昔
は
在
二 リ

農
人
橋

ノ

広
小
路

ノ

之
辺
一 ニ 

天
正
年
中
秀
吉
公
築
レ ク

ノ

城
ヲ

時
移
二 ス

今
ノ

之
処
一 ニ 

亦
カ
ミ上
ナ
ン難

波ハ

博
労
町
稲
荷
神
社
あ
り
。
所
レ

祭

蒼
稲
鬼
。
午
頭
天
王
。
仁
徳
天
皇

ナ
リ 

此
社
も
昔
農
人
橋

ノ

東
に
（
ニ

）

あ
り
て
天
正
年
中
に
被
レ ル

移
二

今
ノ

地
一 ニ 

此
ノ

社
の
本
の
地
を
世
に

仁
徳
天
皇
の
旧
址
と
い
へ
共 

仁
徳
の
御
製
等
に
よ
る
時
は
高
津



 

八 

樹 

下 

文 

隆 

社
の
旧
地
を
仁
徳
の
皇
居
の
跡
と
す
る
が
よ
ろ
し
き
歟 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]
摂
州
西
成

ノ

郡
西
高
津
村
に
仁
徳
天
皇
の

ヤ
シ
ロ

社

あ
り
。
此

ノ

社
地
を
指
て
皇
居
の
地
と
い
へ
り
。
日
本
紀
云
元
年
春
正
月
丁
丑

朔
己
卯
大
鷦
鷯

ノ

尊
即
二

天
皇

ノ

位
二 ニ

都
二 ス

難
波
一 ニ 

是
レ
ヲ

謂
二 フ 

  ト

高
津

ノ

宮
一 ト

矣 

〇

夫
木

お
ほ
さ
ゝ
き
高
津
の
宮
は
雨
ふ
れ
と
つ
か
れ
ぬ
事
を
民
そ
悦

ふ
国
隆 

４
ウ
８
行
目 

明
月
記
云 

元
久
元
年
長
柄

ノ

橋
ノ

々
柱

ノ

朽
残 

木
被

ル
レ

作

二

文
台
一 ニ 

是
ノ

院
ノ

御
物

ナ
リ

也 

今
日
始

テ

被
レ ル 

  ト

出
二 サ

和
哥
所
一 ニ

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

５
オ
２
行
目 

新
葉
集
序
云 

浜
千
鳥
の
跡
た
ゆ
る
事
な
く
。
天
長
く
地

久
し
く
て
。
神
代
の
風
遥
に
仰
が
ざ
ら
め
か
も
と
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

８
オ
８
行
目 

▲
御
即
位 

花
筐
に
注
す 

『
故
实
』
墨
書
書
込
。 

11
オ
10
行
目 

長
嘯
子
玄
旨
法
印
を
い
た
め
る
詞
云 

和
歌
の
浦
に

し
て
ひ
ろ
へ
る
玉
の
数
／
＼
は
や
ゝ
ち
は
こ
に
も
過
ぬ
ら
ん
か
し

と
云
々 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。 

11
ウ
１
行
目 

挙
白
集
〇

秋
の
野
に
千
箱
の
玉
を
な
け
捨
て
と
る
人
な
し

に
み
ゆ
る
白
露 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

12
オ
５
行
目 

体
源
抄
云 

抑
此
曲
は
唐

ノ

太
宗
皇
帝
の
御
製
作
也
。
一

説
カ
ツ合
ク
ハ
ン

管
セ
イ青

と
云
人
造
レ テ

之
ヲ

而
皇
帝
同
時
に
渡
レ ス 

  ト

之
ヲ

云
々 

或
書

云 

合
管
青
と
云
人
造
レ ヲ

之
（
造
レ

之
ヲ

）
大
国
の
法
に
て
春
宮
の
立

給
フ

日
は
春
宮
殿
大
楽
管
に
此

ノ

曲
を
奏
せ
は
必

ス

鴬
と
云
鳥
来
り

集
り
て
百
囀
を
な
す
。
此
朝
に
も
さ
る
た
め
し
侍
る 

興
福
寺
の
僧

円
憲
得
業
と
申
け
る
人
は 

僧
の
身
な
り
け
れ
共
管
絃
の
道
無
双

な
り
け
れ
は 

天
下
に
ゆ
る
さ
れ
た
り
け
り
。
春
の
朝
に
は
住
房
浄

明
院
の
ま
か
き
の
竹
に
向
て
此
曲
を
吹
給
ひ
け
れ
は 

鴬
来
て
集

る 

笛
の
音
と
同
じ
や
う
に
囀
侍
け
る
。
ま
し
て
唐
国
の
事
は
さ
こ

そ
侍
り
け
め
と
面
白
く
侍
り
云
々 

仁
明
天
皇

ノ

御
宇
承
和
十
二

年
正
月
九
日 

清
涼
殿
に
し
て
尾
張

ノ
ハ
マ浜
ヌ
シ为

生
年
百
十
五
歳
の
時

此
ノ

曲
を
ま
ふ 

又
タ

一
首
和
歌
を
奏
す 

＼
春
毎
に
も
ゝ
色
鳥
の
さ
へ
（
え
）
つ
り
て
今
年
は
千
代
と
ま
ひ

そ
か
な
つ
る 

天
皇
御
感
あ
り
て
天
長
宝
寿
楽
と
始
て
名
二

付
ク

之
一 ヲ 

今
の
春
鴬

囀
こ
れ
な
り
と
云
々 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。 

13
オ
１
行
目 

テ
ウ趙

師シ

オ
ウ雄

と
云

モ
ノ者 

羅ラ

浮フ

と
云
処
に

ウ
ツ
リ

遷

て 

日
暮
て
松
林

の
シ
ユ酒

肆シ

の
ア
タ
リ

旁

に
見
二 ル

一
リ
ノ

美
女
一 ヲ 

タ
ン淡
サ
ウ妝

〃
ウ
ス
ケ
サ
ウ
〄

素ソ

フ
ク服

し
て
出



 

九 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

て
迎

フ 

共
に
語
る
に
。

ハ
ウ芳
キ
ヤ
ウ

香

薫
る
。
酒
家
を
扣
て
共
に
飲

ム 

師
雄

エ
フ酔

て
イ
ネ寝

た
り
。

サ
メ醒

て
見
れ
は
大
梅
花
下
に
あ
り 

月
落

ト
リ鳥

啼
て

チ
ウ惆

チ
ヤ
ウ

帳

と
し
還
る
已
上
竜
城
録 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

13
ウ
３
行
目 
姓
氏
録
云 

王
仁
は
漢

ノ

高
帝
の
後

ラ
ン鸞

王
よ
り
出
る
云
々 

王
仁
つ
ゐ
に
日
本
に
と
ゝ
ま
り
。
年
経
て
卒
す
。
河
内

ノ

国
交
野

ノ

郡
津
田
の
新

テ
ン田

に
王
仁
の
墓
有
。
又

タ

泉
州
境
の
東

タ
デ蓼

が
池
の
辺
に

王
仁
の

ヤ
シ
ロ

社

あ
り 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。 

14
オ
５
行
目 

後
ハ
タ果

し
て
一

ノ

男
子
を
生
す
。 

『
故
实
』
「
子
」
朱
書
挿
入
。 

14
ウ
６
行
目 

広
博
物
志
云 

伯
益
始

テ
ミ
ル相

レ

獣
ヲ

周
ノ

史
佚
始

テ

相
レ

人
ヲ

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

14
ウ
７
行
目 

和
名
類
聚
抄
云 

史
記
云 

長
安

ノ

中
ニ

有
二 リ

相
工
田
文

ト
云

者
一 ノ 

相
工
俗

ニ

云
フ

相
人

ナ
リ
ト

矣 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。 

15
オ
５
行
目 

御
代
の
鏡
と
は
君
の
政
の
あ
き
ら
か
な
る
を
云
也 

『
故
实
』
朱
書
書
込
。 

15
オ
10
行
目 

続
雪
玉
集
〇

い
さ
き
よ
き
君
か
心
の
濁
な
き
御
代
の
鏡
の

こ
や
の
池
水
藤
原
实
隆 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

16
オ
２
行
目 

古
今
实
枝
抄
云 

此
歌
は
昌
泰
二
年
十
二
月
の
立
春
に

よ
み
給
ひ
け
る
中
山

ノ

右
大
臣

ナ
カ
ヒ
ラ

長
平
の
御
歌
也
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

17
オ
７
行
目 

体
源
抄
云 

秋
風
楽

ハ

中
曲
新
楽 

此
ノ

曲
弘
仁
天
皇
行
二

幸
ノ

南
池
院
一 ニ

之
時
常
世
乙
魚
依
レ テ

勅
ニ

作
二 ル

此
曲
一 ヲ 

楽
ハ

者
大
戸
清

上
制
二

作
ス

之
一 ヲ

云
云 

秋
風

ノ

辞
有
二 リ

文
選
一 ニ

楽
詞
是

ナ
リ

也 

可
レ シ 

ト

秘
レ ス

之
ヲ

云
々 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
削
除
。 

[

元
稿]

倭
名
類
聚
抄
云
古
老
伝
云
弘
仁
天
皇
幸
二 ス

ル
ノ

南
池
院
一 ニ

之

日
初

テ

奏
二 ス 

ト

此
ノ

曲
一 ヲ

矣 

17
ウ
１
行
目 

体
源
抄
云 

採
桑
老

ハ

中
曲
古
楽
。
唐

ニ

作
二 リ

ト
ル採

桑
ノ

子
一 ヲ

其
ノ

躰
老
人

携

タ
ツ
サ
ヘ

レ

杖
ヲ

着
二 シ

本
ノ
マ
ヽ

紫
浅
福
一 ヲ

微
々

ト
＊
シ
テ

行
ク

身
ノ

体
如
レ シ

不
レ ル

カ

堪
ヘ

云
云 

多
ノ
ス
ケ資
タ
ヽ忠

被
レ レ

シ

討
時
此

ノ

曲
絶

ヘ

畢
ヌ
チ
カ近
ヽ
タ方

所
レ ロ

ナ
リ

被
二

習

写
一

也 

其
ノ

後
天
承
元
年
朝
覲

ノ

行
幸

ニ

始
テ

近
方
舞

フ

蒙
二 リ

勧
賞
一 ヲ

即
チ

任
二 ス

右
近

ノ

将
監
一 ニ

云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

17
ウ
５
行
目 

蝉
丸
に
注
す 

『
故
实
』
墨
書
書
込
。
元
稿
を
削
除
。 

[

元
稿]

拾
芥
抄
云
抜
頭

ハ

乞
食
調

ナ
リ

也
矣 

17
ウ
６
行
目 

冨
士
（×

）
太
鼓
に
注
す 

『
故
实
』
朱
書
書
込
。
元
稿
を
削
除
。 



 

一〇 

樹 

下 

文 

隆 

[

元
稿]

源
氏
橋
姫

ノ

巻
云 

雲
か
く
れ
た
り
つ
る
月
の
。
依
に
い
と

あ
か
く
さ
し
出
た
れ
は
。
扇
な
ら
て
こ
れ
し
て
も
月
は
ま
ね
き
つ

へ
か
り
け
り
と
云
々
。
岷
江
入
楚
云
舞
に
入
日
を
か
へ
す
手
あ
り

と
云
々 
淮
南
子
曰
魯ロ

ヤ
ウ陽
コ
ウ公

与ト

レ
カ
ン韓
タ
ヽ
カ

戦
フ

日
ク
レ暮
ト
ツ援

レ テ

戈ホ
コ
ヲ

摩

サ
シ
マ
ネ

レ ク

之
ヲ

日

シ
リ
ゾ

退
ク
＊
コ
ト

三
シ
ヤ舎
ト

矣 

草
根
〇

穂
に
出
る
尾
花
乱
れ
て
遠
方
の
入
日
を
ま
ね
く
野
辺
の
秋
風 

 

白
楽
天 

『
故
实
』
な
し
。 

 

呉
服 

『
故
实
』
第
十
五
冊
ノ
六
。 

７
オ
３
行
目 

※
「
盛
衰
記
云
」
の
末
尾 

『
故
实
』
「
」
」
朱
記
号
有
。
改
行
の
指
示
か
。 

11
オ
２
行
目 

菓
子
抄
云 

小
車
の
錦
は
御
代
に
一
度
伊
勢
の
御
帳
に

参
る
錦
也 

紺
地
（

コ
ン紺

地ヂ

）
也
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

12
ウ
８
行
目 

九
ケ
ツ穴

の
玉
を
つ
な
く
へ
し
と
。 

『
故
实
』
「
の
」
朱
書
挿
入
。 

 

蟻
通 

『
故
实
』
第
五
冊
ノ
四
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

４
オ
２
行
目 

続
日
本
紀
云 

神
亀
元
年
十
月
幸
二

紀
伊
国
一 ニ

詔
＊
シ
テ

曰
ク 

登
レ リ

山
ニ

望
レ

海
ヲ

此
ノ

間
最
好

シ 

不
レ * 

シ
テ

労
二

遠
行
一 ヲ

足
二

以
テ

 

遊
覧
一 ニ 

故
ニ

改
二 メ

ワ
カ弱
ノ
ハ
マ浜
ノ

名
一 ヲ

曰
二 フ

明
光

ノ

浦
一 ト

宜
ク

置
二 テ

戸ヘ

守
一 ヲ

勿
レ レ 

令
二 ル 

  * 

コ
ト

荒
穢
一 セ 

春
秋

ノ

二
時

ニ
ハ

遣
二 シ

ツ
カ
サ

官

人
一 ヲ 

マ
ツ奠

二 リ
タ
マ祭
フ

 

玉
津
嶋

ノ

之
神

ト

明

光
ノ

浦
ノ

之
霊
一 ト

ヲ

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

５
ウ
４
行
目 

▲
夜
の
関
戸
の
あ
け
く
れ
に 

関
戸
村
は
紀
州
海
部
郡

吹
上
の
浜
の
つ
ゝ
き
也
。
私
云
明
く
れ
の
く
の
字
。

ス
ム清

は
よ
ろ
し

か
ら
す 

ス
ム清

時
は
明
暮
の
義
也
。

ニ
ゴ濁

る
時
は
暁
の
義
也
。
夜
明
ん

と
す
る
時
。
し
ば
ら
く
く
ら
く
な
る
を
あ
け
ぐ
れ
と
云
也
。
委
く

夕
顔
に
注
す
。
夜
の
関
戸
と
つ
ゝ
け
た
る
も
明
方
の
義
也
。
依
て

明
ぐ
れ

ニ
ゴ濁

り
て
然
る
へ
し 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

△
関
戸 

紀
州
の
関
を
云
也
。
宗
祇
名
所
集
云
紀

ノ

関
と
云

所
は
高
野
と
か
ぶ
ろ
と
の
中
間
に
あ
り
と
云
。
一
説

ア
リ蟻

と
の
渡
と

云
所
也
と
云
々 

６
オ
４
行
目 

ぐ
如
何
す
へ
き
と
云
筈
を
。
ぐ
い
如
何
と
い
ふ
は
よ
ろ

し
か
ら
す
。
ぐ
と
は
虞グ

氏シ

を
云
也 

い
の
字
を
一
字
そ
へ
た
る
事

い
ふ
か
し 

但
う
た
ひ
に
く
き
ゆ
へ
に
云
歟 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

８
オ
１
行
目 

考
ふ
る
に
事
林
広
記
及

ヒ

翰
墨
全
書
等
に
は
烟
寺

ノ

晩
鐘

と
あ
り 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 



 

一一 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

９
ウ
10
行
目 

諸
寺
の
門
の

カ
タ
ハ
ラ

傍

に
下
馬
及

ヒ

下
乗
を
立
る
事
。
そ
の

始
め
い
ま
た
不
レ ス

考 

下
馬
下
乗
同
し
義
也
。
西
域
記
云
仏
在
二 テ

霊

鷲
山
一 ニ

説
二 ク

妙
法
一 ヲ

中
路

ニ

有
二 リ

二
ツ
ノ

卒
都
婆
一

一
ヲ
ハ

謂
二

下
乗
一 ト

一
ヲ
ハ

謂
二

退
凡
一 ト

矣 

下
乗
は
西
域
よ
り
始
る
と
見
え
た
り 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

10
ウ
８
行
目 

此
う
た
ひ
に
は
玉
津
嶋
に
ま
い
る
と
作
る
也 

『
故
实
』
こ
の
箇
所
に
〇
印
有
。
付
箋
消
失
の
た
め
、
本
文
は
未
確
認
。 

11
ウ
３
行
目 

あ
め
つ
ち
は
し
ま
り
け
る
時
よ
り
と
は
二
神
あ
な
に

へ
や
の
詞
を
い
へ
り 

下
照
姫
の
歌
は
あ
も
な
る
や
お
と
た
な
は

た
の
う
な
か
せ
る
下
畧

の
歌
を
い
へ
り 
そ
さ
の
お
の
歌
は
八
雲
た

つ
の
詠
也 

是
歌
の
始

メ

（
め
）
也 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

12
ウ
７
行
目 

栄
雅
抄
云
古
今
第
十
九
雑
躰

ノ

部
の
注
に
ざ
つ
た
い
と

よ
む
人
あ
れ
ど
。
猶
さ
つ
て
い
と
よ
む
べ
き
也 

風
躰
の
故
な
り
云

々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

13
ウ
９
行
目 

是
は
旧
国
を
思
ふ
事
を
い
へ
り 

か
や
う
の
鳥
獣
の
心

も
更
に
人
間
に
か
は
ら
す
と
也 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

13
ウ
10
行
目 

平
治
物
語
云
越
鳥
南
枝
に
巣
を
か
け
胡
馬
北
風
に
い

は
へ
け
る
も
生
土
を
思
ふ
故
そ
か
し
上
下
畧 

『
故
实
』
△
印
有
。
付
箋
。 

15
ウ
１
行
目 

枯
杬
集
云
五
人
の
神
楽
男
は
。
五
智

ノ

如
来
を
か
た
と

る
也
。
八
人
の
八
乙
女
は
。
八
相
成
道
の
徳
を
あ
ら
は
せ
り
。

タ
イ太

鼓コ

ツ
ヽ
ミ

鼓

は
生
死
の
夢
を
さ
ま
す
と
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

16
オ
７
行
目 

私
云
旅
立
空
に
い
そ
く
な
り
と
い
ひ
た
き
も
の
也 

立

帰
る
と
い
へ
は
玉
津
嶋
に
参
ら
す
し
て
都
へ
帰
り
し
や
う
に
聞

て
悪
し 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

 

謡
曲
拾
葉
抄 

版
本
第
三
冊 

賀
茂 

『
故
实
』
な
し
。 

 

竹
生
嶋 

『
故
实
』
第
十
一
冊
ノ
五
。 

１
ウ
４
行
目 

魚
進

ミ

集
ノ

之
処

ナ
リ

也 

『
故
实
』
「
集

ノ

」
朱
書
挿
入
。 

３
オ
３
行
目 

日
吉
百
首
〇

目
に
た
て
ゝ
誰
か
見
さ
ら
ん
竹
生
嶋
浪
に
う

つ
ろ
ふ
あ
け
の
玉
垣 

隆
祐 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
消
失
の
た
め
、
本
文
は
未
確
認
。 

４
ウ
４
行
目 

今
津
と
佐
和
山
の
間

モ
ツ
ト
モ

最

広
し
。 

『
故
实
』
「
の
」
朱
書
挿
入
。 



 

一二 

樹 

下 

文 

隆 

５
ウ
９
行
目 

内
侍
所
千
首
和
歌

＼
時
し
ら
ぬ
高
根
も
今
や
か
す
む
ら
ん
都

の
ふ
し
は
雪
も
残
ら
す
日
野
大
納
言 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

 

忠
度 

『
故
实
』
第
十
三
冊
ノ
一
。 

１
ウ
10
行
目 

忠
度
百
首
此
歌
の
詞
書
に 

た
め
な
り
歌
合
に
古
郷
の

花
を
と
有 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。 

２
オ
７
行
目 

又
タ

み
か
き
か
原
に
つ
む
せ
り
の
と
有
。 

『
故
实
』
「
の
」
朱
書
挿
入
。 

２
ウ
９
行
目 

イ
マ今

上
鳥
羽
村
の
南
道
路
の
東
に
有
二 リ

小
キ

岡
一 

『
故
实
』
「
に
」
朱
書
挿
入
。 

４
ウ
４
行
目 

有
馬
山
は
摂
州
有
馬

ノ

郡
也 

温
泉
は
在
二 リ

山
口

ノ

庄
一 ニ 

或
云 

風
土
記
云 

有
馬
郡

ニ

有
二 リ

塩
原
山
一 

山
ノ

間
ニ

有
二 リ

塩
湯
一 

因
テ

以
テ

為
レ ス

名
ト

矣 

欽
明
天
皇
三
年
温
泉
始

テ

涌
出

ス 

同
ク

九
月
帝

行
幸

ア
リ 

後
チ

孝
徳
亦

タ

行
幸

シ
玉
フ

日
本
紀
文
畧 

千
〇

珍
し
き
み
ゆ
き
を
み
わ
の
神
な
ら
は
し
る
し
有
馬
の
出
湯
成

へ
し
資
賢 

当
山
に
三
輪
神
社
あ
る
故
に
か
く
よ
め
り 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
た
だ
し
、
和
歌
の
箇
所
は
「
■
（
判
読
不
能
）
〇

珍
し
き
み
ゆ
き
を
み
わ
の
神
な
ら
は
ー
ー
ー
ー
」
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

摂
州
有
馬

ノ

郡
也
。
羅ラ

サ
ン山
ブ
ン文
シ
ウ集

云 

温
湯

ノ

記
云 

摂
州
有
馬

ノ

郡
山
口

ノ

荘
ノ

之
温
泉
。
未
レ タ

詳
二 ニ

セ

其
ノ

始
一 ヲ 

舒
明
天
皇
三
年
秋
九
月

行
二

幸
于
此
一 ニ

下
畧 

 
 
 

 
 
 

 

ス 

千
〇

珍
し
き
み
ゆ
き
を
み
わ
の
神
な
ら
は
し
る
し
有
馬
の
出
湯
成

へ
し
資
賢 

７
オ
３
行
目 

薩
摩

ノ

守
と
は
し
り
て
け
れ
と
云
々
。 

『
故
实
』
「
は
」
朱
書
訂
正
。
元
は
「
て
」
。 

10
オ
10
行
目 

左
京

ノ

太
夫

ア
キ顕
ス
ケ輔 

『
故
实
』
「
太
夫
」
朱
書
挿
入
。 

13
オ
８
行
目 

枕
草
子
云
ほ
そ
や
か
に
き
よ
け
な
る
。 

『
故
实
』
「
け
」
朱
書
挿
入
。 

 

兼
平 

『
故
实
』
第
八
冊
ノ
五
。 

１
ウ
５
行
目 

国
造
本
紀
云 

シ
ナ科

野ノ

ノ

国
造

ハ

瑞
籬

ノ
ミ
カ
ト

朝
ノ

御
世

カ
ン神

八ヤ

井

ミ
ヽ耳
ノ

命
ノ

孫
タ
テ建

（
建タ

ケ

）
五イ

百ヲ

タ
ツ建
ノ

命
ヲ

定
二

賜
フ
ト

国
ノ

造
一 ニ 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

３
オ
１
行
目 

一
書

ニ

云 

推
古
天
皇
二
十
年
百
済
国

ヨ
リ

来
ル

人
中

畧 

巧
ニ
＊
シ
テ

懸
二 ケ

長
橋
一 ヲ

遣
二 ハ

＊
シ
テ

于
諸
国
一 ニ

懸
二 ル

三
河
八
脛

ノ

長
橋
。ミ

ノ水
内チ

ノ

曲
橋
。
木キ

襲ソ

ノ
カ
ケ梯

橋
。
遠
江

ノ

浜
名

ノ

橋
。
会
津

ノ

闇
川

ノ

橋
。
兜
岩

ノ

猿
橋
。
等
百
八
十

ノ

橋
一 ヲ

往
還

ノ

通
路
無
レ シ 

  ト 

ナ
ヤ
ミ

悩

矣 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。 



 

一三 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

３
オ
６
行
目 

▲
名
に
し
お
ふ 

江
口
に
注
す 

『
故
实
』
墨
書
書
込
。 

３
オ
８
行
目 

山
田
矢
橋
は
二
所
に
あ
り
何
れ
も
東
近
江
也
。
粟
津
の

向
也
。

ウ
チ打

出デ

よ
り

ゼ
ウ乗
セ
ン船

し
て
渡
れ
は
山
田
の
渡
り
は
ち
か
し
。
矢

橋
の
渡

リ

は
五
十
町
斗
也
。
両
所
の
間
十
町
也 

親
長
卿

ノ

記
云
矢ヤ

ハ
セ馳

と
書
。
新
撰
歌
枕
に
は
矢
波
瀬
八
橋
と
書 

太

平
記
廿
一
巻
云 

或
は

マ
ン漫
ヽ
ヽ々

た
る
湖コ

上
に
山
田
矢ヤ

早ハ

瀬セ

の
渡
し
舟

の
サ
ホ棹

さ
す
人
も
あ
り
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
「
新
撰
歌
枕
に
は
矢
波
瀬
八
橋
と
書
」
は

付
箋
の
行
間
に
朱
書
。 

４
オ
５
行
目 

▲
船
を
は
い
か
て
惜
む
へ
き
と
く
／
＼
召
れ
候
へ 

と
く
／
＼
召
れ
と
は
と
く
と
舟
に
の
り
給
へ
と
也 

伝
灯
録
曰 

達
磨
遥

カ
ニ

観 

三 ＊
シ
テ 

此
ノ

土
有
二 ル

ヲ

大
乗

ノ

根
器
一

遂
ニ

泛
レ ン

テ

海

ニ
ト
ク得
ヽ
ヽ々
ト
＊
シ
テ

而
来

リ

単
ヘ
ニ

伝
二 フ

ト

心
印
一 ヲ

矣 

五
代
史
云
僧
貫
休
入
レ テ

蜀
ニ

上

二 ル

王
建
一 ニ

詩
曰
一
瓶
一
鉢
垂
々

ト
＊
シ
テ

老
フ

万
水
千
山
得
々

ト
＊
シ
テ

休
ス

矣 

東
坡
集
十
四
云
知
二

是
ノ

多
情
一 ヲ

得
々

ト
＊
シ
テ

来
ル
ト

矣 

『
故
实
』
「
△
船
を
は
い
か
て
惜
む
へ
き
と
く
／
＼
召
れ
候
へ
」
を
墨

書
書
込
、
そ
の
後
に
〇
印
有
。
付
箋
。 

９
オ
５
行
目 

但
此
謡
に
唐
土
天
台
山
と
四
明
山
と
一
所
の
や
う
に
作

る
は
あ
や
ま
り
成
へ
し 

『
故
实
』
朱
書
書
込
。
元
稿
の
「
天
台
山
は
春
日
竜
神
に
注
す
。
震
旦

は
百
万
に
記
す
」
を
抹
消
。
但
し
、
こ
の
内
容
は
「
世
伝
天
竺
の

霊
鷲
山
は
」
の
前
（
版
本
９
ウ
４
行
目
に
相
当
）
の
余
白
に
墨
書

書
込
。 

12
オ
３
行
目 

河
海
抄
云 

延
暦
七
年
伝
教
大
師
建
二

立
ス

之
一 ヲ 

本
尊
薬

師
如
来
御
長
五
尺
五
寸
大
師
造
二

立
之
一 ヲ 

其
以
後
梵
天
帝
尺
四
天

王
忠
仁
公
。
日
光
月
光
菩
薩
宇
治
関
白
。
十
二
神
将

ハ

御
堂

ノ

関
白

被
レ ル

ト

造
二

副
之
一 ヲ

矣 

『
故
实
』
〇
印
な
し
。
付
箋
。
元
稿
「
本
尊
は
伝
教
自ジ

作
の
薬
師
如
来
。

御
長
五
尺
五
寸
。
」
を
抹
消
。 

12
オ
11
行
目 

▲
大
宮
の
御
在
所
波
止
土
濃 

大
宮
権
現

ヲ
ハ
シ
マ
ス

御

座
所
を

波
止
土
濃
と
号
す
。
大
宮
権
現
は
上
に
記
す
。
太
平
記
十
八
云
此

ノ

波
忽
に
一
葉
の
葦
の
海
中
に
浮
（
以
上
、
第
一
紙
）
へ
る
に
そ
留

り
に
け
る
。
此

ノ

葦
の
葉

ハ
タ果

し
て
一
の
嶋
と
な
る
。
今
比
叡
山
の
麓

大
宮
権
現
垂
レ レ 

跡
ヲ

給
ふ
波
止
土
濃
也
。
是
故
に

ナ
ミ波
ト
ヽ
マ
ツ

止

て
ツ
チ土
コ
マ
ヤ
カ

濃

也
と
は
書
る
成
へ
し
云
々 

委
く
白
鬚
に
注
す 

〇

は
し
と
の
ゝ
ま
さ
の
板
橋
石
橋
に
つ
ゝ
き
て
登
る
山
そ
か
し
こ

き
祝
部
成
仲 

 
 

新
撰
謌
枕
云 

抑
伝
教
大
師
叡
山
を
建
立
さ
せ
給
ひ
て
後
。
さ
て
も

我
山
の
守
護
神
に
は
い
つ
れ
の
神
を
か
可
レ キ

奉
レ ル

請
シ

と
あ
り
け
る

が
。
何
と
か
お
ぼ
し
召
け
ん
。
地
神
二
代
の
神
。
三
輪
の
明
神
を

と
お
ほ
し
つ
ゝ
。
彼

ノ

社
に
参

リ

て
請
じ
奉
ら
せ
給
ふ
に
。
明
神

ノ



 

一四 

樹 

下 

文 

隆 

云
其
山
に
杉
生
た
ら
ば
。
我
影
向
と
し
ろ
し
め
せ
と

ヤ
ク約
タ
ク諾

お
は
し

ま
し
け
り
。
其

ノ

後
無
レ

程
小
比
叡
の
杉
生
た
り
。
や
か
て
明
神
唐

崎
の
一

ツ

松
の
陰
に
来
り
て
住
給
ひ
。

コ
ト琴

の
御ミ

た
ち
の

モ
ト許

に
立
寄
リ

て
宿
を
か
ら
せ
給
ひ
て
。
一
夜
を
明
シ

て
舟
を
さ
ゝ
せ
て
東
坂
本

三
河
の
川
上
波ハ

止シ

土ド

濃ノ

と
い
ふ
所
へ
い
た
り
給
ふ
時
。
二

ノ

宮
地
去

て
い
れ
奉
ら
る 
今
の
大
宮
権
現
是
也
。
仌
而
大
宮
と
三
輪
と
一
躰

に
て
渡
ら
せ
給
ふ
御
神
也
と
い
へ
り
。 

＼
我
国
を
守
る
は
神
の
し
る
し
哉
小
ひ
え
の
杉
や
三
輪
の
山
本

（
第
三
紙
） 

 
 

▲
有
難
や
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
如
来
と
聞
時
は
我
等
か
身
迄
も
頼

も
し
う
社
候
へ 

是
は
涅
槃
経
の
文
也
。
委
く
白
ラ
（×

）

鬚
に
出
た

り
。
一
切
衆
生
に
悉

ク

有
二 リ

仏
性
一

と
云
文
に
て 
我
等
が
身
迄
も
頼

も
し
う
候
へ
と
は
い
へ
り
（
第
二
紙
） 

『
故
实
』
印
な
し
。
元
稿
を
抹
消
し
て
付
箋
三
紙
。
第
一
紙
は
「
△
大

宮
の
御
在
所
」
か
ら
「
海
中
に
浮
」
ま
で
、
第
二
紙
は
「
へ
る
に

そ
留
り
に
け
る
」
か
ら
第
三
紙
相
当
箇
所
に
〇
印
を
付
し
、
「
頼

も
し
う
候
へ
と
い
へ
り
」
ま
で
、
第
三
紙
は
「
新
撰
謌
枕
云
」
か

ら
「
三
輪
の
山
本
」
ま
で
。 

[

元
稿]

△
大
宮
の
御
在
所
波ハ

止シ

土ド

濃ノ 

大
宮
権
現
は
上
に
記
す
。

波
止
土
濃
と
は
一

ツ

の
浪
止

ル

所
を
云
也
。
山
王
権
現
垂
跡
の
所
也
。

台
従
家
説
云
于
レ

時
見
二 ル

ニ

大
海
一 ヲ

聞
三 ク

波
浪

ノ

有
二 ヲ

梵
音
一

釈
尊
従
三 テ

浪

ノ

所
一 ニ

留
止
一 ス

ル

来
二 ル

日
本
国
一 ニ

其
ノ

波
止
三 ル

一
蘆

ノ

浮
二 ヒ

海
上
一 ニ

蘆
化

＊
シ
テ

為
二 ル

一
嶋
一 ト

謂
二 フ

之
ヲ

波
止
土
濃
一 ト

今
ノ

比
叡
山

ノ

下
大
宮
権
現
垂
跡

ノ

之
地
是

ナ
リ
ト

也
矣 

〇

は
し
と
の
ゝ
ま
さ
の
板
橋
石
橋
に
つ
ゝ
き
て
登
る
山
ぞ
か
し
こ

き
祝
部
成
仲 

 
 

△
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
如
来
と
聞
時
は 

是
は
涅
槃
経
の
文
也
。

右
に
記
す
る
処
の

ハ波
ラ
ウ浪

に
ホ
ン梵
ヲ
ン音

あ
る
を

キ
ク聞

と
は
此
文
の
事
也
。
白

髭
に
出
た
り 

14
オ
６
行
目 

「
止
観
曰
法
性
寂
前･･･

」
の
前
。 

『
故
实
』
元
稿
を
抹
消 

[

元
稿]

起
信
論
曰
所
レ

言
止

ト
ハ

者
謂

ク

止
二 ム

一
切

ノ

境
界

ノ

相
一 ヲ

随
二

順
ス
ル
カ

奢
摩
侘

ノ

観
一 ニ

義
ノ

故
ニ

所
レ ノ

言
観

ト
ハ

者
分
二

別
ス

因
縁
生
滅

ノ

相
一 ヲ

随
二

順
ス
ル
カ

毘
鉢
舎
那

ノ

観
一 ニ

義
ノ

故
ニ
ト

矣 

15
オ
４
行
目 

止
観
五
曰 

夫
レ

一
心

ニ

具
二 ス

十
法
界
一 ヲ 

一
法
界

ニ

又
タ

具
二 ス

レ
ハ

十
法
界
一 ヲ

百
法
界

ナ
リ 

一
界

ニ

具
二 ス

三
十
種

ノ

世
間
一 ヲ 

百
法
界

ニ

即
具
二 ス

三
千
種

ノ

世
間
一 ヲ 

此
ノ

三
千
在
二 リ

一
念

ノ

心
一 ニ 

若
シ

無
レ ン

ハ

心
ヤ
ミ
ナ
ン

而
巳 

ケ介

ニ
モ尓

有
レ レ

ハ

心
即
具
二 ス

三
千
一 ヲ 

亦
タ

不
レ レ 

言イ

二 ハ

一
念
在
レ リ

前キ
ニ

一
切
法

ハ

在
一 リ 

レ ト

後チ
ニ

亦
不
レ レ

イ
ハ言

二

一
切
法

ハ

在
レ リ 

キ前
ニ 

一
心

ハ

在
一 リ 

レ ト

後チ
ニ

例
セ
ハ

如
二 シ

八
相

ノ

ウ
ツ遷

一 ス 

レ カ

物
ヲ 

物
ノ
ア
ラ
ハ

在
二

サ
ウ
ノ

相

前キ
一 ニ

物
ノ

不
レ シ 

レ被
レ

ウ
ツ遷
サ
ウ相

在
二 ラ

ハ

物
ノ

後
一 ニ

亦
タ

シ不
レ

被
レ レ

遷
ツ
サ
キ前
モ

亦
タ

不
可

ナ
リ

後
モ

亦
不
可

ナ
リ 

只
タ

物
ニ

論
二 ス

相
ノ
ウ
ツ
ス

遷
一 ヲ

タ
ヽ只

相

ノ
ウ
ツ
ス

遷
ニ

論
レ ス

物
ヲ 

マ今
心

モ

亦
タ

如
レ シ 

是
ノ 

若
シ

従
二 リ

一
心
一

生
二 ス

ト

一
切
法
一 ヲ



 

一五 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

者
イ
ハ
ヾ

此
レ

則
チ

是
レ

縦
ナ
リ 

若
シ

心
一
時

ニ

含
二 ス

ト

一
切
法
一 ヲ

イ
ハ
ヽ

者
此

レ

則
是

レ

横
ナ
リ 

縦
モ

亦
タ

不
可

ナ
リ

横
モ

亦
タ

不
可

ナ
リ 

只
タ

心
是

レ

一
切
法 

一
切

法
是

レ

心
ナ
リ 

故
ニ

非
レ ス

縦
ニ

非
レ ス

横
ニ

非
レ ス

一
ニ

非
レ ス

異
ニ 

玄
妙
深
絶

ナ

リ 

非
二 ス

シ
キ識

ノ

所
一 ニ
レ

シ
ル識

非
二 ス

コ
ト言

ノ

所
一 ニ
レ

イ
フ言 

カ
ル
カ

所
以

ニ

称
＊
シ
テ

為
二 ス

不
可
思
議

ノ

境
一 ト 

 

ロ
意

在
二 リ

ト

於
コ
ヽ此

一 ニ

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
元
稿
を
抹
消
し
て
付
箋
。 

[

元
稿]

止
観
第
五
曰
夫

レ

一
心

ニ

具
二 ス

十
法
界
一 ヲ

一
法
界

ニ

又
タ

具
二 ス

十
法

界
一 ヲ

百
法
界

ナ
リ

一
界

ニ

具
二 ス

三
十
種

ノ

世
間
一 ヲ

百
法
界

ニ
ハ

即
チ

具
二 ス

三
千
種

ノ

世
間
一 ヲ

此
ノ

三
千
在
二 リ

一
念

ノ

心
一 ニ

若
シ

無
レ キ

ハ

心
而ヤ

ミ

巳ナ
ン

介ケ

尓ニ
モ

有
レ レ

ハ

心
即

チ

具
二  ス

三
千
一 ヲ

矣 

一
念
三
千
の
法
門
は
愚グ

筆ヒ
ツ

に
述ノ

ヘ

か
た
し
依
て
止
レ ム

筆
ヲ 

16
オ
２
行
目 

▲
月
の
横
川
も
み
え
た
り
や 
横
川
は
江
州
の
内
也 

本
宮
よ
り
北
十
八
町
の
ほ
れ
は
横
川
楞
巌
院
也 

堂
は
南
向
な
り 

横
川
と
い
へ
共
川
は
な
し 

『
故
实
』
「
△
月
の
横
川
も
み
え
た
り
や
」
と
書
込
。
〇
印
有
。
付
箋
。 

16
ウ
３
行
目 

▲
昔
な
か
ら
の
山
桜
は
忠
度
に
注
す 

『
故
实
』
元
稿
「
し
ば
／
＼
は
屢
と
書
是
も
忠
度
に
出
た
り
」
を
抹
消
。 

16
ウ
４
行
目 

▲
柴
舟
の
し
は
／
＼
も 

説
文
曰
屢
ハ

数
ナ
リ
ト

也
矣 

孟
津
抄
云
し
は
／
＼
は
細
々
也
と
云
々
。
菓
子
抄
云
し
は
／
＼
は

数
の
字
也 

し
け
き
心
也
云
々 

知
顕
抄
云
も
の
ゝ
し
げ
き
を
は

し
は
／
＼
と
云
也
。
鳥
な
と
の
お
ほ
く
鳴
を
し
は
鳥
な
く
と
云
。

又
タ

舟
な
と
の
一
二

ソ
ウ艘

た
ま
／
＼
出
た
る
を
は
を
ぶ
ね
と
云
。
お
ほ

く
こ
き
つ
ら
ね
た
る
を
は
。
し
ば
舟
と
云
。
人
の
目
な
と
を
は
や

く
た
ゝ
く
を
は
。
し
ば
た
ゝ
き
す
る
と
云
也
。
此
レ

等
皆
し
け
き

事
に
つ
か
ふ
詞
也
云
々 

『
故
实
』
「
△
柴
舟
の
し
は
／
＼
も
」
を
朱
書
込
。
〇
印
有
。
以
下
は

付
箋
。 

17
ウ
４
行
目 

▲
お
ろ
か
と
尋
給
ふ
物
哉 

御
身
是
迄
来
り
給
ふ
も
我

カ

な
き
跡
を
と
は
ん
為
の
御
志
に
て
ま
し
ま
さ
す
や 

此
僧
木
曽
殿
粟
津
か
原
に
て
果
給
ひ
た
る
そ
の
跡
を
と
ふ
ら
は
ん

と
て
来
り
し
に 

兼
平
ゆ
う
れ
い
出
て
此
僧
に
向
て
い
ふ
や
う 

わ

か
な
き
跡
を
と
は
ん
為
の
御
心
さ
し
に
て
ま
し
ま
さ
す
や
と
云
事

不
埒
也 

又
次
に
所
は
爰
そ
我
よ
り
も
为
君
の
御
跡
を
ま
づ
弔
ひ

て
た
ひ
給
へ
と
云
事 

是
又
勿
論
也 

僧
の
心
さ
し
は
木
曽
殿
を
弔

ら
は
ん
と
て
な
れ
は 

い
ふ
に
不
レ

及 

『
故
实
』
「
△
お
ろ
か
と
尋
給
ふ
物
哉
御
身
是
迄
来
り
給
ふ
も
我

カ

な
き

跡
を
と
は
ん
為
の
御
志
に
て
ま
し
ま
さ
す
や
」
を
書
込
。
〇
印
有
。

以
下
は
付
箋
。 

19
ウ
７
行
目 

駒
牽
は
貞
観
の
比
よ
り
は
し
め
ら
る
ゝ
由
公
事
根
源

に
見
え
た
り 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

 

実
盛 

『
故
实
』
第
一
冊
ノ
四
。 



 

一六 

樹 

下 

文 

隆 

１
オ
２
行
目 

 

或
云 

实
盛
は
田
村
将
軍
後
胤
斎
藤
太
郎

サ
ネ实
ナ
ヲ直

が
子
ナ
リ

也 

初
め
の
名
は

カ
ハ河

合ヒ

ノ

太
郎
太
夫

ス
ケ助
フ
サ房

と
云
。
後チ

助
房
を
改
め
斎

藤
一
郎
太
夫
实
盛
と
号
す
。
实
盛
武
勇
の

ホ
マ
レ

誉

あ
る
故
に
小
松

ノ
シ
ケ重

モ
リ盛

殊
更
頼
み
お
も
は
れ
て
関
東
と
和ワ

睦ホ
ク

あ
る
へ
き

ナ
カ
タ
チ

媒

と
な
さ

れ
。
武
蔵
国
武
庫
の
別
当
と
な
り
長
井

ノ

郷
に
居
住
し
け
り
云
々 

准シ
ユ
ン
（
シ
ユ
）
コ
ウ后

親
房

ノ

記
云 

昔
シ

日ヤ

マ
ト本
タ
ケ武
ノ

尊
東
夷
征
伐

ノ

之
時
立
二

置
キ

武ム

庫コ

ヲ

干
武
蔵
国
一 ニ

四
藤

ノ

輩
マ
モ
ル

衛
レ

之
ヲ

清
盛
以
二 テ

斎
藤
实
盛
一 ヲ

為
二 シ

武

庫
ノ

別
当
一 ト

加
二 フ

ト

四
藤
一 ヲ

矣 
或
説
云
实
盛
は
斎
藤
实
方
が
子
。
本
姓

は
在
原
氏
。
越
前

ノ

国
坂
北
郡

ノ

人 
旧
跡
今
在
二 リ

丸
岡
一 ニ

本
モ
ト
ハ

六
条
判

官
為
義

ノ

家
人

ナ
リ也

云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

長
井

ノ

斉
藤
別
当
实
盛
は
大
織
冠

ノ

御
末
藤
原
利
仁
将
軍

九
代

ノ

後
胤
。
斉
藤
实
方

カ

子
也ナ

リ

一
本
斉
藤
太
实
直
カ
子

本
姓

ハ

在
原
氏
居
二

住
ス

武
蔵

ノ

長
井
一 ニ

本モ
ト

は
六
条
判
官
為
義

ノ

家
人

ナ
リ

也 
或
云
实
盛

は
越
前

ノ

国
坂
北
郡

ノ

人
旧
跡
今イ

マ

在
二 リ

ト

丸
岡
一 ニ

云
々 

４
ウ
８
行
目 

〇

た
の
も
し
な
西
に
は
る
け
く
き
く
国
も
こ
ゝ
を
去
事

遠
か
ら
ぬ
身
は
通
茂 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

５
ウ
11
行
目 

新
葉
集
序
云
老
の
幸

ヒ

望
に
こ
へ
（
え
）
喜
の
涙
袂
に

あ
ま
れ
り
云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
削
除
。 

[

元
稿]

是
は
新
葉
集
の
序
の
詞
也 

７
オ
７
行
目 

篠
原
の
池
は
橘
の
宿
よ
り
二
里
あ
ま
り
東
也
。
北
国
の

海
道
也 

篠
原
は
安
宅
に
注
す 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

７
ウ
５
行
目 

魂
魄
の
二
字
は
共
に
た
ま
し
ゐ
と
よ
め
り 

魂
は
父
よ

り
う
け
し
た
ま
し
ゐ
也 

魄
は
母
よ
り
う
け
し
た
ま
し
ゐ
也 

魂

は
天
也
陽
也 

魄
は
地
也
陰
也 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

９
オ
３
行
目 

往
生
要
集
云 

永
ク

越
二 ヘ

過
テ

苦
海
一 ヲ

初
テ

往
二

生
ス

浄
土
一 ニ 

尓
時

ノ

歓
喜

ノ

心
不
レ ス

ト

可
二

以
レ テ

言
ヲ
ノ
ブ宣

一

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
但
し
、
六
丁
前
（
版
本
３
オ
に
相
当
）
に

あ
り
。 

９
オ
８
行
目 

往
生
要
集
云 

処
ハ

是
レ

不
退

ニ
＊
シ
テ

永
ク

免
二 レ

タ
リ

三
途
八
難

ノ

之
畏
一 ヲ

寿
ハ

亦
無
量

レ
ハ

終
ニ

無
二 シ

ト

生
老
病
死

ノ

之
苦
一

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

10
ウ
２
行
目 

帰
命
本
願
抄
云 

善
導
大
師
の
南
無

ト
イ
ツ
ハ

者

即
チ

是
レ

キ帰

ミ
ヤ
ウ

命
と
の
給
へ
る
も
。
南
無
と
い
ふ
は
た
す
け
給
へ
と
云
詞
と

シ
ヤ
ク

釈

す
る
也
。
そ
の
詞
の
し
た
に

サ
ン三
シ
ン心

あ
る
へ
け
れ
は
。
亦

タ

是
レ

発
願

廻
向

ノ

之
義
共
云
成
へ
し
。
阿
弥
陀
仏

ト
イ
ツ
ハ

者

即
是

レ

其
ノ

行
は
た
す
け

給
ふ
へ
き
本
願
の
名
号
な
れ
は
也
。
し
か
れ
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と

と
な
ふ
る
は
。
た
す
け
給
へ
阿
弥
陀
仏
と
い
ふ
詞
也
。
い
ふ
こ
と



 

一七 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

は
に
思
ふ
心
は
あ
ら
は
る
ゝ
故
（
ゆ
へ
）
に
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と

と
な
ふ
る
詞
に
た
す
け
給
へ
阿
弥
陀
仏
と
お
も
ふ
心
あ
り
と
し

ら
れ
た
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
十
声
仏
を
念
す
れ
は
。
十
願
十
行
あ

り
と
い
へ
り
。
以
二 ノ

此
ノ

義
一 ヲ

故
ニ

必
ス

得ウ

二

往
生
一 ヲ

と
の
給
へ
は
。
た

の
も
し
か
る
へ
き
事
ぞ
か
し

ト

云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

11
オ
９
行
目 

心
の
池
と
云
も
池
の
心
と
云
も
同
し
義
也 

謡
に
は
心

の
池
と
池
の
い
ひ
と
二
つ
を
兼
て
い
へ
り 

白
氏
文
集
云 

ロ
ウ楼
カ
ク額

題
二 ス

鵄シ

セ
キ鵲

一 ヲ

池
心

ニ
ヨ
ク浴

二 ス

鳳
凰
一 ヲ

矣 

朗
詠
集
云 

物
部

ノ

安
興

カ

詩
ニ 

苔
生 
二 ＊

シ
テ

石
面
一 ニ

軽
衣イ

短
シ

。ハ
チ
ス

荷

出
二 テ 

池

心
一 ヨ

リ

小 

イ蓋
疎

ナ
リ

矣 

注
ニ

云
池
心

ハ

池
ノ

底
ナ
リ

也 

如
二 シ

タ
ン潭
シ
ン心

一 ト
云
カ 

矣 

桐
壺
ノ

巻
云 

山
の
た
ゝ
す
ま
ひ
お
も
し
ろ
き
所
な
る
を
。
池
の
心

ひ
ろ
く
し
な
し
て
。
め
て
た
く
つ
く
り
の
ゝ
し
る

ト

云
々 

岷
江
云

池
の
心
と
は
。
池
の
ま
ん
中
の
心
に
（
も
）
あ
り

ト

云
々 

池
の
い
井
と
は
匠
材
集
云 

ツ
ヽ
ミ

堤

を
つ
き
て
水
を
通
す

ア
ナ穴

也
と
云
々 

倭
名
抄
云 

楲イ

と
書 

淮
南
子
云 

サ
ク决

レ リ
ツ
ヽ
ミ

塘
レ ヲ

発
レ ス

イ
ヲ楲

矣 

許キ
ヨ
シ
ン慎
カ

云
楲

ハ

所
二

以
ナ
リ

通
二 ス

ツ
ヽ
ミ

陂
ノ
ア
ナ竇

一 ヲ

矣 

壬
生
二
品
〇

行
ゑ
な
く
詠
む
る
空
も
広
沢
の
池
の
心
に
す
め
る
月
哉 

後
撰
〇

小
山
田
の
苗
代
水
は
た
へ
ぬ
共
心
の
池
の
い
ひ
は
は
な
た
し 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]

匠
在
集
云
池
の
い
井
と
は

ツ
ヽ
ミ

堤

を
つ
き
て
水
を
通
す
穴ア

ナ

也

と
云
々 

楲イ

と
書 

淮
南
子
曰
决

サ
ク
リ

レ

塘
ツ
ヽ
ミ

発
レ ス

楲イ

ヲ

矣 

許
慎

キ
ヨ
シ
ン
カ

云
楲

ハ

所
三

以
ナ
リ

通
二 ス

陂
ツ
ヽ
ミ
ノ

竇ア
ナ

一 ヲ

矣 

後
撰
〇

小
山
田
の
苗
代
水
は
た
え
ぬ
共
心
の
池
の
（
「
池
の
」
朱
書

補
入
）
い
ひ
は
は
な
た
し 

14
オ
８
行
目 

劉
禹
錫

カ

云 

近
来
年
尐
軽
二 ン

ス

前
輩
一 ヲ

婙
下 シ

ト

染
二 テ

髭
鬚
一

作
中 ル

ニ

後
生
上 ト

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

17
オ
３
行
目 

▲
あ
つ
は
れ
お
の
れ
は
日
本
一
の
剛
の
者
と
く
ん
で

う
つ
よ
と
て
鞍
の
前
輪
に
お
し
つ
け
て 

平
家
物
語
云
日
本
一
の
剛
の
者モ

ノ

と
く
ん
で
う
す
よ
な
う
れ
と
て

鞍
の
前
輪
に
お
し
つ
け
て
上
下
畧

く
ん
て
う
と
は

イ
ク
サ

軍
ア
ラ
ソ

争

ひ
の
義

也
。
平
家
物
語
に
く
ん
て
う
す
よ
と
あ
る
を
此

ノ

謡
に
く
ん
て
う

つ
よ
と
い
へ
り
。
す
を
つ
と
あ
や
ま
り
た
る
歟カ 

又
は
軍
争
ひ
に

つ
よ
き
と
い
へ
る
義

カ

歟 

尋
ぬ
へ
し 

但
シ

平
家
物
語
の
説
可
レ シ

然 

く
ん
て
う
す
よ
は
く
ん
て
う
す
る
よ
と
云
義
也 

す
る
よ
の
る
の

字
を
畧
し
て
す
よ
と
い
へ
り
。
盛
長
私
記
云 

日
本
一
の
剛
の
者

と
ク
ン組

で
う
つ
よ
と
て
我

カ
ノ
ツ乗

た
る
鞍
の
前
輪
に
押
付
上
下
畧

此
説
は

一
向
よ
ろ
し
か
ら
す 

武
備
志
云 

軍
諍
尽

ク

備
フ
ト

矣 

孫
子
曰 

軍
争

ノ

之
難

ハ

者
以
レ テ

迂
ヲ

為
レ ス

ト

直
ト

矣 

平
家
物
語
に
な
う
れ
と
云
詞
は
む
か
し
は
言
葉
の

跡
に
な
う
れ
と
い
へ
り
。
今
も
言
葉
の
跡
に
つ
ゝ
け
て
な
う
と
云



 

一八 

樹 

下 

文 

隆 

モ
ノ者

あ
り
。
此
た
く
ひ
也
。
な
う
れ
の
沙
汰
此
処
へ
出
あ
は
ぬ
事
な

れ
共
平
家
物
語
に
あ
る
に
よ
り
書
レ ク 

之
ヲ 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
削
除
。 

[

元
稿]
△
あ
つ
は
れ
己

ヲ
ノ
レ

は
日
本
一
の
剛カ

ウ

の
者
と
軍グ

ン

諍
ジ
ャ
ウ

づ
よ
と
て 

平
家
物
語
に
ぐ
ん
で
う
つ
よ
な
う
れ
と
有
。
な
う
れ
と
云
は
北
国

方
の
国ク

ニ

郷ケ
ウ

談ダ
ン

也
。
詞
の
跡
に
付
て
云
也
。
盛
長
私
記
云
己
は
日
本

一
の
剛
の
者
と
組ク

ン

で
う
つ
よ
と
て
我

カ

乗
た
る
鞍
の
前
輪
に
押

付
。
些チ

ツ

と
も
働

ハ
タ
ラ

か
さ
ず
首
掻カ

キ

切
て
捨
て
け
り
云
々 

私
云
軍
諍
つ

よ
と
は
軍
あ
ら
そ
ひ
に
つ
よ
き
を
云
也 

武ブ

備ビ

志シ

云
軍
諍

尽
コ
ト
ヽ
ヽ
ク

備
ソ
ナ
フ
ト

矣 

孫
子
曰
軍
争

ノ

之
難

ハ

者
以
レ テ

迂
ヲ

為
ス
ト

直
ト

矣 

 

版
本
第
四
冊 

養
老 

『
故
实
』
第
五
冊
ノ
二
。 

１
オ
７
行
目 

昔
シ

聞
ク

後
漢

ノ

光
武

ノ

時 

醴
泉
出

テ

飲
レ ム

之
ヲ

者
ハ

痼
疾
平

癒
セ
リ 

『
故
实
』
「
餘
」
を
「
飲
」
と
朱
書
訂
正
。 

３
オ
３
行
目 

続
日
本
紀
に
美
濃
国
当
耆

ノ

郡
多タ

度ド

山
ノ

美ビ

ゼ
ン泉

と
有
。 

『
故
实
』
「
山

ノ

」
を
朱
書
挿
入
。 

４
ウ
６
行
目 

古
今
实
枝
抄
云 

老
の
坂
は
ゆ
く
に
し
た
か
ふ
て

ク
ル苦

し

き
故
に
坂
に
た
と
ふ
。 

『
故
实
』
「
坂
に
」
を
朱
書
挿
入
。 

５
ウ
９
行
目 

見
そ
な
は
す
と
は
御
覧
す
る
也
。 

『
故
实
』
「
只
見
る
也
」
を
「
御
覧
す
る
也
」
と
朱
書
訂
正
。 

６
オ
５
行
目 

爰
は
只

タ

老
を
忘
る
ゝ
と
斗
の

フ
ウ諷

詞シ

に
て
。
わ
す
れ
水
と

つ
ゝ
け
た
り 

『
故
实
』
「
水
」
を
朱
書
挿
入
。 

７
ウ
８
行
目 

晋
書
及
事
文
類
聚
に
委
く
見
え
た
り 

『
故
实
』
「
及
事
文
類
聚
」
を
墨
書
挿
入
。 

９
オ
１
行
目 

懐
帝
亦

タ

会
二 * 

シ
テ

天
淵
池
一 ニ 

賦
レ ス

詩
ヲ 

『
故
实
』
「
会
二 * 

シ
テ

」
を
朱
書
挿
入
。 

10
オ
11
行
目 

私
云
太
平
記
に
慈
童
は
彭
祖
を
云
と
あ
れ
共
別
人
成

へ
し 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

 

紅
葉
狩 

『
故
实
』
第
五
冊
ノ
三
。 

１
オ
２
行
目 

桓
武
天
皇
八
代

ノ

之
孫
。
従
五
位

ノ

下
。
鎮
守
府
将
軍
平

ノ

コ
レ維
モ
チ茂
ハ

上
総

ノ

守
兼
忠

カ

子
。
陸
奥

ノ

守
シ
ケ繁
モ
リ盛
カ

孫
也
。
一
条
院

ノ

御
宇

ノ

人
。
数
度
有
二 ル

セ
ン戦
ク
ン勲

一

故
ニ

至
二 ル

将
軍
一 ニ 

ソ
ク俗
ヨ
ン呼
テ

曰
二 フ

余ヨ

五ゴ

将
軍
一 ト 

曽
テ

イ
マ在

二 ス

奥
州
一 ニ 

為
二 メ

ニ

藤
原

ノ
モ
ロ諸
タ
フ任

一 ガ
ラ
レ被

レ
セ
メ攻
ホ
ト
ン
ド

殆

死シ

セ
ン
ト

幸
イ
ニ

得
レ タ

リ
マ
ヌ
カ
ル

免
＊
コ
ト
ヲ 

而
遂

ニ

殺
二 * 

シ
テ

諸
任
一 ヲ

其
ノ

威イ

振
二 フ

東
北
一 ニ

矣 

且
又
仏
道
に
心
さ
し

深
く
し
て
や
さ
し
き
人
也
。
今
昔
物
語
云 

平
ノ

維
茂
と
云

モ
ノ者

有
け

り 
コ
レ此

は
丹
波
守
平

ノ

貞
盛
と
云
け
る
兵
の
弟
に
。
武
蔵

ノ

守
重
盛



 

一九 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

と
云
者
の
子
。
上
総
守

ノ

兼
忠
が
太
郎

ナ
リ也 

ソ
レ其

を
曽
祖
伯
父
貞
盛
が

ヲ
ヒ甥

并
に
甥
が
子
な
ど
を
。
皆
取
集
て
養
子
に
し
け
る
に
。
此

ノ

維

茂
は
中
に
も
年
若
か
り
け
れ
は
。
十
五
郎
に
立
て
。
養
子
に
し
け

れ
は
。
字
を
余
五

ノ
キ
ミ君

と
は
云
け
る
也
下
畧

或
云 

近
江
ノ

国
余ヨ

五ゴ

の

湖コ

辺ヘ
ン

に
シ
ハ
ラ
ク

暫

ス
ミ栖

給
ふ
。
因
レ テ

之
ニ

号
二 ス

余
五
将
軍
一 ト 

後
チ

登
二 テ

天
台
山
一 ニ

キ
ク聴

レ ト

法
ヲ

云
々 

世
伝 

平
ノ

惟
茂
一
年
信
州
戸
隠
山
に
入
て
。

キ
ル斬

二
ヨ
ウ妖
キ鬼

一 ヲ

と
云
事
旧

記
に
見
え
た
り
。
是
等ラ

の
義
に
も
と
つ
き
て
此

ノ

唄
を
作
る
な
る

へ
し 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
消
失
の
た
め
、
本
文
は
未
確
認
。
元
稿
を
抹

消
。
「
書
抜
ノ
内

ニ

余
五

ノ

事
ア
リ
書
入
可
申
候
」
と
朱
書
。 

[

元
稿]

桓
武
天
皇
八
代

ノ

之
孫
。
従
五
位

ノ

下
。
鎮
守
府
将
軍
平

ノ
コ
レ維

モ
チ茂
ハ

陸
奥

ノ

守
シ
ゲ繁
モ
リ盛
ノ

子コ

。
前

ノ

将
軍
貞
盛

ノ
ヲ
イ甥
ナ
リ也

。
一
条
院

ノ

御
宇

ノ

人
。 

数
度
有
二 ル

戦
ク
ン勲

一

故
ニ

至
二 ル

将
軍
一 ニ

ソ
ク俗
ヨ
ン呼
テ

曰
二

余ヨ

五コ

将
軍
一 ト

曽
テ
イ
マ在

二 ス

奥
州
一 ニ

為
二 メ

ニ

藤
原

ノ
モ
ロ諸
タ
フ任

一 カ
ラ
レ被

レ テ
セ
メ攻
ホ
ト
ン
ト

殆

死
セ
ン
ト
ス

幸
ハ
イ

得
二 タ

リ
マ
ヌ
カ
ル
ヽ

免

＊
コ
ト
ヲ

而
＊
シ
テ

遂
ニ

殺
二 ＊

シ
テ

諸
任
一 ヲ

其
ノ

威イ

振
二 フ

東
北
一 ニ

且
又
仏
道
に
心
さ
し
深

く
し
て
や
さ
し
き
人
也
。
或
云
近
江
国
余ヨ

五ゴ

の
コ湖

辺ヘ
ン

に
シ
ハ
ラ
ク

暫

ス
ミ栖

給

ふ
。
因
レ テ

之
ニ

号
二 ス

余
五
将
軍
一 ト

後
チ

登
二 テ

天
台
山
一 ニ

キ
ク聴

レ ト

法
ヲ

云
々 

世
伝
平

ノ

惟
茂
一
年

シ
ン信
シ
ウ州

戸ト

カ
ク
シ

隠
ヤ
マ山

に
入
て
。

キ
ル斬

二
ヨ
ウ妖
キ鬼

一 ヲ

と
云
事
旧

記
に
見
え
た
り
。
是
等ラ

の
義
に
も
と
づ
き
て
此

ウ
タ
ヒ

唄

を
作
る
な
る

へ
し 

３
オ
６
行
目 

三
才
図
会
云 

シ
カ
ラ
ミ

寨
柵

ツ
ラ
ネ

排
レ テ

木
ヲ
サ
ヽ
ヘ

障
レ ル

水
ヲ

也 

若
二 キ

タ
ニ渓
ノ

岸

深
田
一 ノ

在
二 テ

高
キ

処
一 ニ

水
不
二 ル

能
ク

及
一 

則
渓
上

ノ

流
ニ

作
レ リ

柵
ヲ
ト
ヽ過

レ メ

水
ヲ

使
レ * 

シ
テ

之
ヲ

旁
ニ

出
一 サ 

下
ソ
ヽ
キ

漑
テ

以
テ

及
二 ホ

ス

田
ノ

所
一 ニ

矣 

シ
ム 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

 

田
村 

『
故
实
』
な
し
。 

 

志
賀 

『
故
实
』
第
七
冊
ノ
三
。 

２
ウ
10
行
目 

私
云
賤
き
草
刈
童
の
笛
吹
を
牧
笛
と
云
。
然
る
を
世
に

と
ね
り
の
や
う
な
る
姿
の
よ
き
装
束
を
着
し
。
牛
に
の
り
て
笛
を

吹
。
是
を
牧
笛
の
図
と
す
る
は
あ
や
ま
り
也
。
又

タ

此
童
を
さ
ん
ろ

殿
と
い
へ
り
。
是
又
い
ふ
か
し
。
按
す
る
に 

是
は
斉
名
が
句
に
山

路
日
暮

ヌ

満
レ ル

耳 

ノ者
ハ

樵
歌
牧
笛

ノ

之
声
と
有
を
取
て 

さ
ん
ろ
殿
と

名
つ
け
た
る
歟 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
消
失
の
た
め
、
本
文
は
未
確
認
。 

４
オ
６
行
目 

頗
ム
ル

有
二 テ

逸イ
ツ

興ケ
ウ

一

而
躰
甚

タ

鄙イ
ヤ
シ 

如
三 シ

ト

田
夫

ノ

之
イ
コ
フ

息
二 カ

花

前
一 ニ

也
矣 

『
故
实
』
「

イ
コ
フ

息
二 カ

」
を
朱
書
挿
入
。 

４
オ
７
行
目 

た
き
ゝ
を
お
へ
る
山
人
の
薪
の
お
も
さ
に
。 

『
故
实
』
「
を
」
を
朱
書
挿
入
。 

５
オ
７
行
目 
我

レ

観
二 ル

＊
コ
ト

一
切
一 ヲ

普
ク

皆
平
等
な
り
と
。 



 

二〇 

樹 

下 

文 

隆 

『
故
实
』
「
此
」
を
「
皆
」
に
朱
書
訂
正
。 

６
ウ
10
行
目 

同
序
云 

今
の
世
中
色
に
つ
き
人
の
心
花
に
な
り
に
け

る
よ
り
。
あ
た
な
る
歌
。
は
か
な
き
事
の
み
出
く
れ
ば

ト

云
々 

『
故
实
』
」
こ
の
文
の
後
に
墨
滅
箇
所
あ
り
。
欄
外
に
貼
紙
「
●
＊
よ

り
●
＊
よ
り
お
ち
申
候
」 

７
オ
５
行
目 

古
今
秘
抄
云･･･ 

『
故
实
』
該
当
箇
所
の
頭
に
墨
滅
箇
所
あ
り
。 

８
オ
８
行
目 

和
歌
六
義
抄
云･･･ 

『
故
实
』
該
当
箇
所
の
頭
に
貼
紙
「
是
之
壱
丁
よ
り
お
ち
申
候
」
と
墨
書
。 

10
オ
５
行
目 

花
そ
の
ゝ
里
。
辛
崎
の
松
。 

『
故
实
』
「
花
そ
の
ゝ
里
」
の
前
に
記
載
し
た
「
志
賀
の
山
越
。
」
を

抹
消
。
「
し
か
の
山
越
前
に
出
た
り
是
を
除
き
可
申
候
」
の
朱
書

付
箋
有
。 

 

頼
政 

『
故
实
』
第
十
二
冊
ノ
一
。 

４
ウ
９
行
目 

或
抄
云 

神
代
ノ

巻
に

ア
マ天
ク
マ熊
ヒ
ト人

く
ま
は
雲
也
。
天

ノ

村
雲

ノ

命
同
徳
也
。
あ
ま
く
も
の
稲
荷
と
い
へ
る
も
。
是
よ
り
始
る
也
云
々 

『
故
实
』
な
し
。
た
だ
し
、
「
△
あ
ま
雲
の
伊
奈
利
の
社
ふ
し
お
か
み
」

の
直
後
に
「
△
印
」
と
墨
書
。
欄
外
に
も
「
△
」
と
墨
書
あ
り
。 

６
オ
１
行
目 

新
撰
歌
枕
に

サ

ハ

ダ

狭
鰭
と
書 

『
故
实
』
「
新
撰
歌
枕
に
」
と
朱
書
挿
入
。
「

サ

ハ

ダ

狭
鰭
と
」
の
「
と
」
は

「
共
」
を
朱
書
訂
正
。 

７
ウ
４
行
目 

王
梅
渓

カ

全
集
曰
住
近
二 ケ

レ
ハ

孔
堂
一 ニ

蛙
モ

呼
二 フ

ト

子
曰
一 ヲ

矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

８
オ
７
行
目 

私
云 

大
事
の
事
を
御
尋
あ
り
と
い
へ
る
を
按
す
る
に 

或
書
に
百
人
一
首
の
内
五
ケ
の
秘
歌
有 

喜
撰
か
歌
も
五
ケ
の
秘

歌
の
内
也 

此
等
の
儀
に
依
て
か
く
い
へ
る
か 

尋
ぬ
へ
し 

『
故
实
』
印
な
し
。
付
箋
。 

９
ウ
３
行
目 

長
門
本
云 

平
等
院
の
艮
の
角
橘
の
小
嶋
か
崎
よ
り 

佐

々
木
四
郎
高
綱
と
梶
原
源
太
景
季
と
は
も
と
よ
り
い
と
む
敵
な

れ
は 

我
先
に
と
二
騎
引
か
け
／
＼
出
来
た
り 

『
故
实
』
本
紙
の
上
に
三
字
分
程
度
の
付
箋
を
継
ぎ
足
す
。
傍
線
部
は

継
紙
に
記
さ
れ
た
分
、
残
り
は
本
紙
余
白
に
書
き
込
む
。 

９
ウ
７
行
目 

土
人
云 

橋
姫
社
辺

ヲ

今
小
嶋

ト

云 

『
故
实
』
墨
書
書
込
。 

10
オ
２
行
目 

御
法
を
説
し
寺
と
は
恵
心
院
を
云
也 

朝
日
山
恵
心

院
ハ
モ
ト本

名
二 ク

竜
泉
寺
一 ト 

在
二 リ

宇
治
橋

ノ

東
朝
日
山

ノ

麓
一 ニ 

本
尊
薬
師

ナ
リ 

弘
法
大
師

モ
シ
テ

摸
二

唐
ノ

青
竜
寺
一 ヲ

ハ
シ
メ
テ

創

建
二 ツ

当
寺
一 ヲ

号
二 ス

竜
泉
寺
一 ト 

真
言

ノ

霊
場

ナ
リ

也 

後
ニ

台
岳
恵
心

ノ

僧
都
来
二

住
＊
シ
テ

於
此
一 ニ

説
レ ク

法
ヲ 

改
メ
テ

称
二 ス

ト

恵
心
院
一 ト 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。
元
稿
を
抹
消
。 

[

元
稿]
恵
心
院
を
云
也
。
宇
治
橋
の
東
。
朝
日
山
の

フ
モ
ト

麓

に
あ
り
。  

 
 
 

 
 
 
 

 



 

二一 

     

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
謡
本
故
实
』
推
敲
稿
（
一
） 

本
尊
は
薬
師
也
。
恵
心

ノ

僧
都
説
法
の
道
場
也
。
昔
は
天
台
也
し

が
中
興コ

真
言
宗
也 

11
オ
６
行
目 

平
等
院
は
在
二 リ

宇
治
橋

ノ

南
一 ニ

号
二 ス

朝
日
山
一 ト 

本
尊

ハ

阿

弥
陀
定
朝

ノ

之
作

ナ
リ

也 

寺
記
云 

此
ノ

堂
ハ

移
二 * 

シ
テ

漢
ノ

例
一 ヲ

両
楼

ヲ

為
レ

翅
ト

後
廊

ヲ

為
レ

尾
ト 

棟
ニ

鍮
金
鳳
凰
雌
雄
居
レ

之
ニ 

随
レ テ

風
ニ

舞
フ

故
ニ

曰
二

鳳
凰
堂
一 ト

矣 

縁
起
云 

本
尊
ハ

定
朝 
円
光

ノ

中
ノ

梵
字
ハ

醍
醐
寺
ノ

成
尊
僧
都 

色

紙
形
堀
川

ノ

左
府
俊
房 

四
壁
并
ニ

扉
浄
土
九
品
ノ

図
ハ

絵
所

ノ

長
者
為

成
ト

矣 

歴
代
編
年
集
成
云 

永
承
七
年
三
月
廿
八
日
関
白
左
大
臣

以
二 テ

宇
治

ノ

別
業
一 ヲ

為
二 ス

仏
寺
一 ト 

平
等
院
奉
二 ル

供
養
一

矣 

伊
呂
波
字
類
抄
云 

永
承
七
年
供
養
五
間
四
面 

東
面
中
尊
大
日
矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
「
寺
記
云･･･

長
者
為
成

ト

矣
」
が
付
箋
。
元
稿
「
平

等
院
は
在
二 リ

宇
治
橋

ノ

南
一 ニ

」
の
次
に
「
ケ
シ
ソ
コ
ナ
ヒ
」
と
墨
書

し
て
「
号
二 ス

朝
日
山
一 ト

本
尊

ハ

阿
弥
陀
定
朝

ノ

之
作

ナ
リ

也
」
を
墨
滅
し

て
末
尾
に
「
是
迄
」
と
墨
書
。
「
堂

ノ

形
チ

象
二

鳳
凰
一 ニ

依
テ

曰
二 フ

鳳
凰

堂
一 ト

」
を
朱
滅
し
て
「
是
ハ
ケ
シ
可
申
候
」
と
墨
書
。
付
箋
箇
所

に
続
い
て
、
「
歴
代
編
年
集
成
云
永
承
七
年
三
月
廿
八
日
関
白
左

大
臣
以
二 テ

宇
治

ノ

別
業
一 ヲ

為
二 ス

仏
寺
一 ト

平
等
院
奉
二 ル

供
養
一

矣
」
、
さ
ら

に
「
伊
呂
波
字
類
抄
云
」
の
次
「
左
大
臣
頼
通
御
年
六
十
一
改
二 メ

宇

治
ノ

別
業
一 ヲ

為
レ

寺
ト

」
を
朱
滅
し
て
「
永
承
七
年
供
養
」
と
墨
書
訂

正
し
、
「
五
間
四
面
東
面
中
尊
大
日
東
向

ト

矣
」
と
し
、
「
東
向
」

を
朱
滅
。
「
東
面
」
は
墨
書
挿
入
。 

12
オ
４
行
目 

今
漁
人
の
栖
と
な
る 

『
故
实
』
墨
書
「
△
印
」
を
付
し
て
墨
書
挿
入
。 

12
オ
５
行
目 

扇
ノ

芝
の
傍
に
最
勝
院
と
云
寺
有
。
本
尊
十
一
面
。
定

朝
の
作
也
。
土
人
釣
殿
の
観
音
と
云
。
釣
殿
の
旧
跡
に
ち
か
く
ま

し
ま
す
故
に
釣
殿
観
音
と
云
歟 

『
故
实
』
〇
印
有
。
別
に
墨
書
「
□
印
」
有
。
付
箋
。 

12
ウ
５
行
目 

宇
治
平
等
院
に
て
頼
政
か
扇
の
芝
と
か
や
の
花
を
見

て 

『
故
实
』
墨
書
「
△
印
」
を
付
し
て
、
欄
外
に
墨
書
書
込
。 

13
オ
６
行
目 

新
拾
〇

年
を
経
て
恋
渡
身
の
く
る
し
さ
を
哀
れ
と
思
へ

宇
治
の
橋
守 

实
継 

『
故
实
』
「
と
」
朱
書
挿
入 

15
ウ
４
行
目 

和
名
抄
云 

魚小
ハ

白
キ

小
魚

ノ

名
似
レ テ

シ
ロ
イ
ヲ

鮊

ニ

而
長

サ

一
二
寸

ア
ル

者
ノ

也
矣 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

16
オ
３
行
目 

為
家
歌
合
〇

家
は
出
ぬ
何
か
な
に
は
の
か
た
つ
ふ
り
津
の

国
あ
り
と
身
を
頼
ら
ん 

為
顕 

『
故
实
』
「
を
」
朱
書
挿
入
。 

18
オ
８
行
目 

有
職
懐
中
抄
云 

宮
と
は
天
子
の
位
に
も

ツ
カ即

せ
給
は

す
。
又

タ

親
王
の
宣
旨
も
蒙
り
給
は
ぬ
は
悉
く
宮
と
申
也
。
又

タ

皇



 

二二 

樹 

下 

文 

隆 

子
諸
王
共
云
。
一
の
宮
二
の
宮
な
と
ゝ
申
也

ト

云
々 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

19
オ
５
行
目 

白
旗
は
風
袋
一
文
字
紅
色
也 

『
故
实
』
こ
の
一
文
な
し
。
印
な
し
。
付
箋
な
し
。
弓
矢
幡
に
あ
る
付

箋
が
該
当
す
る
か
。 

19
ウ
８
行
目 

但
或
説
に
筒
井
ノ

浄
妙 

同
ク

明
秀
は
二
人
の
名
也
と
有 

『
故
实
』
〇
印
有
。
付
箋
。 

20
ウ
８
行
目 

▲
く
つ
ば
み
は
屋
嶋
に
注
す
。
む
れ
ゐ
る
同
断 

『
故
实
』
「
む
る
」
の
「
る
」
を
「
れ
」
に
朱
書
訂
正
。 

22
オ
２
行
目 

殊
に
平
家
物
語
及

ヒ

神
明
鏡
に
は
か
な
し
か
り
け
る
と

有 

『
故
实
』
「
及

ヒ

神
明
鏡
」
を
朱
書
挿
入
。 

 




